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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化合物Ｇ2並びにＧ3及びＧ4を、それぞれの場合、混合物に存在する全化合物Ｇ0～Ｇ6

１００重量部当たり、５～８０重量部の量で含む化合物の混合物であって、該化合物Ｇ0

～Ｇ6が、それぞれ、式（Ｉ）：
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【化１】

（式中、
　Ｘ、Ｙ及びＺは、互いに独立して、－Ｈ、－Ｔ1又は－Ｄであり；
　Ｔ1及びＴ2は、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7

－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル、ビフェニ
リル若しくはＣ2－Ｃ18アルケニル；又はそれぞれの場合、Ｄで置換されている、Ｃ1－Ｃ

18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル
、フェニル若しくはＣ3－Ｃ12アルケニル；又はＥで中断されている、Ｃ3－Ｃ50アルキル
、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニ
ル；又はＤで置換され、かつＥで中断されている、Ｃ2－Ｃ50アルキル、Ｃ4－Ｃ18アルケ
ニル又はＣ7－Ｃ18フェニルアルキルであり；
　Ｄは、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ３Ｍ、－Ｈａｌ、－ＣＯＲ”、－Ｃ
ＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、及び－ＯＣＯＲ”から選択され；
　Ｅは、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－及び－ＯＣＯ－から選択され；
　Ｒは、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－
Ｃ18アルキルフェニル、フェニル又はＣ3－Ｃ12アルケニルであり；
　Ｒ”は、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7

－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル又はＣ3－Ｃ12アルケニルであり；
　Ｈａｌは、－Ｆ又は－Ｃｌであり；
　Ｍは、Ｌｉ、Ｎａ又はＫであり;
　ここで、
　化合物Ｇ0において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、それぞれ水素
であり；
　化合物Ｇ1において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち１個の基はＱであり、
他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ2において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち２個の基はそれぞれＱ
であり、他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ3において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち３個の基はそれぞれＱ
であり、他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ4において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち４個の基はそれぞれＱ
であり、他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ5において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち５個の基はそれぞれＱ
であり、１個の基は水素であり；
　化合物Ｇ6において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、それぞれＱで
あり；そして
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　Ｑは、－Ｔ1、－ＣＯＴ1又は－ＣＯＮＴ1Ｔ2である）
に対応する、化合物の混合物。
【請求項２】
　式（Ｉ）において、　
Ｘ、Ｙ及びＺは、－Ｈであり；
Ｑは、－Ｔ1であり；
　Ｔ1は、Ｃ1－Ｃ18アルキル若しくはＤで置換されているＣ1－Ｃ18アルキル；又はＥで
中断されているＣ3－Ｃ50アルキル；又はＤで置換され、かつＥで中断されているＣ2－Ｃ

50アルキルであり；
　Ｄは、－ＣＯＯＲ又は－ＣＯＯＭであり；
　Ｅは、－Ｏ－又は－ＣＯＯ－であり；
　Ｒは、Ｈ又はＣ1－Ｃ18アルキルであり；
　Ｍは、Ｎａ又はＫである、請求項１記載の化合物の混合物。
【請求項３】
　下記式（Ａ）～（Ｃ）：
【化２】

で示される３つの化合物を含む、請求項１記載の化合物の混合物。
【請求項４】
　Ａ）光、酸素及び／又は熱による損傷に敏感な有機材料と、
Ｂ）安定剤として請求項１記載の化合物の混合物を含む組成物。
【請求項５】
　更なる成分として、酸化防止剤、ＵＶ吸収剤及び光安定剤、金属不活性化剤、ホスファ
イト及びホスホナイト、ヒドロキシルアミン、ニトロン、チオ相乗剤、過酸化物破壊化合
物、ポリアミド安定剤、塩基共安定剤、核化剤、充填剤及び補強剤、可塑剤、滑剤、乳化
剤、分散剤、顔料、レオロジー的添加剤、触媒、均展助剤、蛍光増白剤、難燃剤、帯電防
止剤、発泡剤、ベンゾフラノン並びに／又はインドリノン類からなる種類の添加剤を含む
、請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　更なる成分として、立体障害されたアミン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３
，５－トリアジン、２－ヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－ヒドロキ
シベンゾフェノン及び／又はオキサルアニリド類の酸化防止剤及び光安定剤から選択され
る１個以上の安定剤を含む、請求項４又は５記載の組成物。
【請求項７】
　光、酸素及び／又は熱に対して損傷を及ぼす暴露に対して有機材料を安定化させる方法
であって、安定化剤として請求項１記載の化合物の混合物を前記材料に混合する及び／又
は適用することを含む方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリア
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ジンと、少なくとも２種類の個別の化合物、即ち６個のヒドロキシル基の中の２個がヒド
ロカルビルオキシ基で置換されているものと、更に、６個のヒドロキシル基の中の２個未
満及び／又は２個を超えてヒドロカルビルオキシ基で置換されている種類の少なくとも１
個との混合物を含む安定剤に関する。本発明は、同様に、有機材料の安定化のためのその
使用、対応する組成物、及び有機材料を安定化する方法、並びに個別の新規化合物に関す
る。
【０００２】
２，４，６－トリス（２，４－ジフェニル）－１，３，５－トリアジンから誘導される、
ヒドロキシフェニルトリアジン類の個別の化合物、及びその安定剤としての使用は、特に
、GB-A-975966、US-3113940、 US-3113941、 US-3113942、 CH-A-467833、 US-3244708、
 US-3249608、 EP-A-434608、 US-5300414、US-5489503、 GB-A-2319523、GB-A-2337049
、CH-A-484695に記載されている。
【０００３】
また、ヒドロキシフェニルトリアジンの特定の混合物は、例えば、EP-A-444323、GB-A-23
17893、US-5668200において、既に安定剤として提案されている。
【０００４】
いまや、予期しなかったほどに有利な特性を有する化合物の混合物が見出された。それゆ
えに、本発明は、第一に、化合物Ｇ2と、更に群Ｇ0、Ｇ1、Ｇ3、Ｇ4、Ｇ5、Ｇ6のうち少
なくとも１個の化合物を含む混合物を提供し、該化合物Ｇ0～Ｇ6は、それぞれ、式（Ｉ）
：
【０００５】
【化３】

【０００６】
（式中、
Ｘ、Ｙ及びＺは、互いに独立して、Ｈ、Ｔ1、ＯＴ1、ＮＴ1Ｔ2、ＳＴ1、ＳＯＴ1、ＳＯ2

Ｔ1、ＳＯ2ＮＴ1Ｔ2、ＳＯ3Ｈ、ＳＯ3Ｔ1、ＳＯ3Ｍ又は－Ｄであり；ここで、
Ｔ1及びＴ2は、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールアル
キル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ

12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビ
シクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニル；あるいは１個以上のＤで置換され、及
び／又は、所望であれば、１個以上の単位Ｅで中断されているこれらの基のうちの１個で
あり；
Ｄは、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－ＳＲ、－ＮＲＲ’、－ＮＲＳＯ２Ｒ’、－ＳＯＲ、－Ｓ
Ｏ２Ｒ、－ＳＯ２ＮＲＲ’、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ３Ｍ、－ＳＯ３Ｒ、オキシラニル、－Ｈ
ａｌ、－ＣＮ、－ＣＯＲ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－Ｏ
ＣＯＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ’、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、－ＮＲＣＯＮＲ’Ｒ
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”から選択され；
Ｅは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－ＳＯ2ＮＲ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ－、－ＯＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＯＣＯＮＲ－、－ＮＲＣＯ
－、－ＮＲ－ＣＯ－Ｏ－及び－ＮＲＣＯＮＲ’－から選択され；
Ｒ、Ｒ’、Ｒ”、Ｒ*は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロア
ルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール
、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12

シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニル；又はＯ
Ｈで置換され、及び／若しくはＯで中断されている前記炭化水素基のうちの１個であり；
Ｈａｌは、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ又は－Ｉであり；
Ｍは、一価金属陽イオン、好ましくはアルカリ金属陽イオンであるか、又はＮ（ＲＲ’Ｒ
”Ｒ*）+、特にアンモニウムであるか、若しくはＰ（ＲＲ’Ｒ”Ｒ*）+であり;
ここで、
化合物Ｇ0において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、それぞれ水素で
あり；
化合物Ｇ1において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち１個の基はＱであり、他
はそれぞれ水素であり；
化合物Ｇ2において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち２個の基はそれぞれＱで
あり、他はそれぞれ水素であり；
化合物Ｇ3において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち３個の基はそれぞれＱで
あり、他はそれぞれ水素であり；
化合物Ｇ4において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち４個の基はそれぞれＱで
あり、他はそれぞれ水素であり；
化合物Ｇ5において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち５個の基はそれぞれＱで
あり、１個の基は水素であり；
化合物Ｇ6において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、それぞれＱであ
り；そして
Ｑは、－Ｔ1、－ＣＯＴ1、－ＣＯＨ、－ＣＯＯＴ1、－ＣＯＮＨＴ1、－ＣＯＮＨ2又は－
ＣＯＮＴ1Ｔ2である）
に対応する。
【０００７】
好ましい混合物は、
化合物Ｇ0において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、それぞれ水素で
あり；
化合物Ｇ1において、基Ｒ1はＱであり、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素で
あり；
化合物Ｇ2において、基Ｒ1及び基Ｒ2は、互いに独立して、それぞれＱであり、Ｒ3、Ｒ4

、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
化合物Ｇ3において、基Ｒ1、基Ｒ2及び基Ｒ3は、互いに独立して、それぞれＱであり、Ｒ

4、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
化合物Ｇ４において、基Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は、互いに独立して、それぞれＱであり、
Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
化合物Ｇ5において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4及び基Ｒ5は、互いに独立して、それぞ
れＱであり、Ｒ6は、水素であり；そして
化合物Ｇ6において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、互いに独立して
、それぞれＱであるものである。
【０００８】
Ｃ1－Ｃ50アルキル、例えば、Ｔ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*又はＲ”は、分岐鎖状若しくは非
分岐鎖状の基であり、例えば、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、
sec－ブチル、イソブチル、tert－ブチル、２－エチルブチル、ｎ－ペンチル、イソペン
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チル、１－メチルペンチル、１，３－ジメチルブチル、ｎ－ヘキシル、１－メチルヘキシ
ル、ｎ－ヘプチル、イソヘプチル、１，１，３，３－テトラメチルブチル、１－メチルヘ
プチル、３－メチルヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、１，１，３－トリメ
チルヘキシル、１，１，３，３－テトラメチルペンチル、ノニル、デシル、ウンデシル、
１－メチルウンデシル、ドデシル、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキシル、ト
リデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシル、オクタデシル、
エイコシル、ドコシルである。好ましい定義の１つは、例えば、Ｃ1－Ｃ18アルキルであ
る。Ｒ、Ｒ’及びＲ”の特に好ましい定義は、Ｃ1－Ｃ4アルキルである。
Ｃ5－Ｃ12シクロアルキルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えば、シクロ
ペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチル、シクロオクチル、シクロノニル、シクロデ
シル、シクロドデシルである。シクロヘキシル及びシクロドデシルが好ましい。
Ｃ7－Ｃ18アリールアルキルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えば、ベン
ジル、メチルベンジル、クミルである。
Ｃ7－Ｃ18アルキルアリールとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えば、メチ
ルフェニル、ジメチルフェニル、メシチル、エチルフェニル、プロピルフェニル、ブチル
フェニル、ジブチルフェニル、ペンチルフェニル、ヘキシルフェニル、ヘプチルフェニル
、オクチルフェニルである。
Ｃ6－Ｃ18アリールとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えば、フェニル、ナ
フチル、ビフェニリルである。フェニルが好ましい。
Ｃ2－Ｃ50アルケニルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えば、ビニル、ア
リル、ブテニル、ペンテニル、ヘキセニル、へプテニル、オクテニルであり；基がヘテロ
原子（炭素以外の原子、例えば、Ｏ）に結合している場合、アリルが好ましく、基が炭素
に結合している場合、ビニルが好ましい。
ＯＣＯＲとしてのＤの好ましい定義は、アクリロイルオキシ又はメタクリロイルオキシで
ある。
Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、好ましくはシ
クロヘキセニルである。
Ｃ2－Ｃ50アルキニルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、好ましくはプロパル
ギルである。
Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えばシクロ
ヘキシニルである。
Ｃ5－Ｃ18ビシクロアルキルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えばビシク
ロ〔２．２．１〕ヘプチル、ビシクロ〔２．２．２〕オクチル（ノルボルニル）である。
Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニルとしてのＴ1、Ｔ2、Ｒ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”は、例えばビシ
クロ〔２．２．１〕ヘプト－２－エニル、ビシクロ〔２．２．２〕オクテニル（ノルボル
ネニル）である。
オキシラニルは、下記式：
【０００９】
【化４】

【００１０】
のエポキシ基であり、好ましくはＣＨ2に結合してグリシジル基を形成する。
【００１１】
上記のように、前述の基は、Ｄで置換され、及び／又は、所望であれば、Ｅで中断されて
いる。中断は、単結合により互いに結合している炭素原子を少なくとも２個含有する基の
場合に可能であることは当然であり、Ｃ6－Ｃ18アリールは中断されることなく、中断さ
れている、アリールアルキル又はアルキルアリールは、アルキル部分に単位Ｅを含有する
。
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【００１２】
Ｄ1は、炭素に結合した置換基Ｄ：－Ｒ、－ＣＮ、－ＣＯＲ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、
－ＣＯＮＲＲ’であり、
Ｄ2は、ヘテロ原子に結合した置換基Ｄ：－ＯＨ、－ＯＲ、－ＳＲ、－ＮＲＲ’、－ＮＲ
ＳＯ2Ｒ’、－ＳＯＲ、－ＳＯ2Ｒ、－ＳＯ2ＮＲＲ’、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｍ、－Ｈａｌ
、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ’、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、
－ＮＲＣＯＮＲ’Ｒ”である。
【００１３】
Ｄ2によって置換された非環式基は、好ましくは２個以上、特に２～１８個の炭素原子を
含有する。Ｄ2は、一般的にα位に結合していない。
【００１４】
非環式基は、中断されている場合、好ましくは３個以上、特に３～１８個の炭素原子を含
有する。一般的に、中断されている基としてのＴ1又はＴ2は、それぞれの中断単位Ｅに対
して２個以上の炭素原子を含有する。一般的には、１個を超えない中断単位ＥしかＣ－Ｃ
単結合に挿入されず、－Ｅ－Ｅ－型の蓄積を避けている。非対称性のＥは任意の位置に存
在でき、例えば、－ＣＯ－Ｏ－としてのＥはエステル類（－ＣＯ－が分子の中心に向かっ
て配置されている）と逆エステル類（－Ｏ－が分子の中心に向かって配置されている）の
両方を包含する。
【００１５】
Ｈａｌは、例えば、フッ素、塩素、臭素又はヨウ素である。塩素が好ましい。
【００１６】
アルキルは、例えば、メチル、エチル、プロピル，イソプロピル、ブチル、イソブチル、
tert－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル
、ドデシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシル又
はオクタデシルのような、Ｃ1－Ｃ18アルキルである。シクロアルキルは、シクロペンチ
ル、シクロヘキシル、シクロヘプチル、シクロオクチル又はシクロドデシルのような、主
にＣ5－Ｃ12シクロアルキルである。アルケニルは、与えられた定義の範囲内で、特に、
ビニル、アリル、１－又は２－ブテニル等を表す。適切な場合、定義される残基は、直鎖
状又は分岐鎖状である。多価残基は、Ｈ原子の除去によって、対応する一価残基から誘導
され；すなわちＣ1－Ｃ18アルケニレンは、例えば、メチレン、エチレン、エチリデン、
１，１－、１，２－若しくはα，ω－プロピレン、又は対応するブチレン、ペンチレン、
ヘキシレン、へプチレン、オクチレン等の異性体を表す。
【００１７】
１個以上のＤで置換され、及び／又は１個以上の単位Ｅで中断されているＣ1－Ｃ50アル
キルとしてのＴ1又はＴ2は、例えば、（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n－Ｒx（ここで、ｎは、１～２０
の範囲の数であり、そしてＲxは、Ｈ又はＣ1－Ｃ10アルキル若しくはＣ2－Ｃ10アルカノ
イル（例えば、ＣＯ－ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）Ｃ4Ｈ9）である）、
ＣＨ2－ＣＨ（ＯＲy’）－ＣＨ2－Ｏ－Ｒy（ここで、Ｒyは、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－
Ｃ12シクロアルキル、フェニル、Ｃ7－Ｃ15フェニルアルキルであり、そしてＲy’は、Ｒ

yと同じ定義を包含するか、又はＨである）；
Ｃ1－Ｃ8アルキレン－ＣＯＯＲz、例としては、ＣＨ2ＣＯＯＲz、ＣＨ（ＣＨ3）ＣＯＯＲ

z、Ｃ（ＣＨ3）2ＣＯＯＲz（ここで、Ｒzは、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）

1-15－Ｒxであり、そしてＲxは、上記の定義を包含する）；
Ｃ1－Ｃ12アルキレン－ＳＯ3Ｈ；ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ2；ＣＨ2ＣＨ（ＯＨ
）ＣＨ2－Ｏ－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ3）＝ＣＨ2である。
【００１８】
Ｔ1及びＴ2は、好ましくは、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアル
キル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル、
ビフェニリル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ12アルキニ
ル；又はそれぞれの場合、１個以上のＤで置換されている、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ
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12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル
、ナフチル、ビフェニリル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－
Ｃ12アルキニル；又は１個以上のＥで中断されている、Ｃ2－Ｃ50アルキル、Ｃ7－Ｃ18フ
ェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニル；又はＤで置
換され、かつＥで中断されている、Ｃ3－Ｃ50アルキル、Ｃ4－Ｃ18アルケニル若しくはＣ

7－Ｃ18フェニルアルキル；
特にＣ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－
Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル、ビフェニリル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル、シ
クロヘキセニル；又はそれぞれの場合、１個以上のＤで置換されている、Ｃ1－Ｃ18アル
キル、シクロヘキシル、シクロドデシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキ
ルフェニル、フェニル、ナフチル、ビフェニリル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル若しくはシクロ
ヘキセニル；又は１個以上のＥで中断されている、Ｃ2－Ｃ50アルキル、Ｃ7－Ｃ18フェニ
ルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニル；又はＤで置換さ
れ、かつＥで中断されている、Ｃ3－Ｃ50アルキル、Ｃ4－Ｃ18アルケニル若しくはＣ7－
Ｃ18フェニルアルキルである。
【００１９】
置換シクロアルキルは、例えば、メチルシクロペンチル、ジメチルシクロペンチル、メチ
ルシクロヘキシル、ヒドロキシシクロヘキシル、カルボキシシクロヘキシル、アルコキシ
カルボニルシクロヘキシル、ジメチルシクロヘキシル、トリメチルシクロヘキシル、tert
－ブチルシクロヘキシルである。
【００２０】
一価金属陽イオンとしてのＭはまた、正に荷電された金属錯体であってよく；好ましくは
、例えば、金属Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｃｓ；特にＮａ、のアルカリ金属陽イオンである。Ｎ（
Ｒ）4

+としてのＭは、好ましくはアンモニウム（ＮＨ4）
+である。

【００２１】
好ましい混合物中のＸ、Ｙ及びＺは、それぞれ水素、－Ｔ1又はＤであり、特にＨである
。
式（Ｉ）の化合物群のうち技術的に特に興味深いものは、Ｘ、Ｙ及びＺが、それぞれ水素
であり、そしてＱがＴ1の定義を有するものである。
【００２２】
Ｇ2と、更に群Ｇ0、Ｇ1、Ｇ3、Ｇ4、Ｇ5、Ｇ6のうちの化合物が、それぞれの場合、混合
物に存在する全化合物Ｇ0～Ｇ6の１００重量部に基づき、１～９９重量部、例えば、１～
９０又は１～８０重量部、特に５～８０重量部の量で存在する化合物の混合物が、特に有
意である。
【００２３】
好ましい化合物の混合物は、Ｇ2の他に、更に群Ｇ0～Ｇ6、特にＧ2、Ｇ3及びＧ4のうち２
個の化合物を、それぞれ、混合物に存在する全化合物の１００重量部に基づき、１～９８
重量部の量で含む。同様に好ましい化合物の混合物は、Ｇ0、Ｇ1及びＧ2、又は特に好ま
しくはＧ1、Ｇ2及びＧ3を、それぞれ、混合物に存在する全化合物の１００重量部に基づ
き１～９８重量部の量で含む。特に好ましい化合物の混合物は、Ｇ2の他に、更に群Ｇ0～
Ｇ6、例えば、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3及びＧ4、特にＧ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4及びＧ5のうち３個の化合
物を、それぞれ、混合物に存在する全化合物の１００重量部に基づき１～９７重量部の量
で含む。個別の化合物の特に興味深い割合は、それぞれの場合、混合物に存在する全化合
物Ｇ0～Ｇ6の１００重量部に基づき、１～９０、特に１～８０重量部、特別に５～８０重
量部である。
【００２４】
本発明の化合物の混合物の好ましい成分は、
Ｘ、Ｙ及びＺが、互いに独立して、－Ｈ、－Ｔ1又はＤであり；
Ｔ1及びＴ2が、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－
Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル、ビフェニリ
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ル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ12アルキニル；又はそ
れぞれの場合、１個以上のＤで置換されている、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロア
ルキル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル
、ビフェニリル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ12アルキ
ニル；又はそれぞれの場合、１個以上のＥで中断されている、Ｃ2－Ｃ50アルキル、Ｃ7－
Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ5－
Ｃ12シクロアルケニル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニル；又はＤで置換され、かつＥで中断
されている、Ｃ2－Ｃ50アルキル、Ｃ3－Ｃ18アルケニル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、
Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル若しくはＣ7－Ｃ18フェニルアル
キルであり；
Ｄが、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－ＮＲＲ’、－Ｈａｌ、－ＣＮ、－ＣＯＲ、－ＣＯＯＲ、
－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ’、－ＮＲＣ
ＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、－ＮＲＣＯＮＲ’Ｒ”、オキシラニル、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3

Ｍであり；
Ｅが、－Ｏ－、－ＮＲ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ
Ｏ－、－ＯＣＯＮＲ－、－ＮＲＣＯ－、－ＮＲＣＯＯ－、－ＮＲＣＯＮＲ’－であり；
Ｒ、Ｒ’、Ｒ”、Ｒ*が、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロア
ルキル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル
、ビフェニリル、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキ
ニルであり；
Ｈａｌが、－Ｆ又は－Ｃｌであり；そして
Ｍが、アルカリ金属陽イオン又はＮ（ＲＲ’Ｒ”Ｒ*）+であるものである。
【００２５】
Ｔ1、Ｔ2、並びにＲ、Ｒ’、Ｒ*及びＲ”はまた、互いに独立して、直鎖状又は分岐鎖状
である。
【００２６】
本発明の化合物の混合物の特に好ましい成分は、
Ｑが、－Ｔ1、－ＣＯＴ1又は－ＣＯＮＴ1Ｔ2であり；
Ｘ、Ｙ及びＺが、互いに独立して、－Ｈ、－Ｔ1、Ｄであり；
Ｄが、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－Ｈａｌ、－ＣＯＲ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮ
ＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ’、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｍであり；
Ｅが、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、ＯＣ
ＯＮＲ－であり；
Ｒ、Ｒ’、Ｒ”が、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、シクロ
ドデシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、Ｃ2－
Ｃ12アルケニルであり；そして
Ｈａｌが、－Ｆ又は－Ｃｌであり；そして
Ｍが、Ｌｉ、Ｎａ又はＫであるものである。
【００２７】
本発明の化合物の混合物の特に好ましい化合物は、
Ｑが、－Ｔ1、－ＣＯＴ1、－ＣＯＮＴ1Ｔ2であり；
Ｘ、Ｙ及びＺが、互いに独立して、－Ｈ、－Ｔ1又はＤであり；
Ｔ1及びＴ2が、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－
Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル、ビフェニリ
ル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル；又はそれぞれの場合、Ｄで置換されている、Ｃ1－Ｃ18アルキ
ル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニ
ル、Ｃ3－Ｃ12アルケニル；又はＥで中断されている、Ｃ3－Ｃ50アルキル、Ｃ7－Ｃ18フ
ェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニル；又はＤで置
換され、かつＥで中断されている、Ｃ2－Ｃ50アルキル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニル若し
くはＣ7－Ｃ18フェニルアルキルであり；
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Ｄが、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－Ｈａｌ、－ＣＯＲ”、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＯＣ
ＯＲ”、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｍであり；
Ｅが、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－であり；
Ｒが、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ1

8アルキルフェニル、フェニル、Ｃ3－Ｃ12アルケニルであり；
Ｒ”が、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－
Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、Ｃ3－Ｃ12アルケニルであり；
Ｈａｌが、－Ｆ又は－Ｃｌであり；そして
Ｍが、Ｌｉ、Ｎａ又はＫであるものであり、
特に、
Ｑが－Ｔ1であり；Ｘ、Ｙ及びＺが、互いに独立して、－Ｈ、Ｃ1－Ｃ12アルキル、Ｃ7－
Ｃ9フェニルアルキル又はＣ3－Ｃ8アルケニルであり；Ｔ1及びＴ2が、互いに独立して、
Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18

アルキルフェニル、フェニル、ナフチル、ビフェニリル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル；又はそ
れぞれの場合、Ｄで置換されている、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フ
ェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、Ｃ3－Ｃ12アルケニルであるも
のである。
【００２８】
本発明の化合物の混合物の成分Ｇ0～Ｇ6は、既知の方法又はそのような方法と類似の方法
により調製される。そのような方法は、例えば、GB-A-975966、CH-A-484695に記載されて
いる。式（Ｉ）の化合物はまた、最初に言及した文献のうちの１つである EP-A-434608、
又は H.Brunetti 及び C.E. Luethi による刊行物である Helv. Chim. Acta 55, 1566 (1
972)、において特定される方法のうちの１つと同様にして調製される。出発点は、賢明に
は、化合物２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリア
ジン（トリスレゾルシノールトリアジン）であるか、又はこの化合物の適切に置換された
誘導体（Ｇ0、式（II）の出発化合物）である。式（II）：
【００２９】
【化５】

【００３０】
の出発化合物は、例えば、塩化シアヌル又はハロゲン化シアヌルと、対応するレゾルシノ
ール誘導体（既に置換基Ｘ、Ｙ及びＺ（ここで、Ｘ、Ｙ及びＺは上記と同義である）を含
有する）とのフリーデル－クラフツ反応を用いて、EP-A-165608と同様にして調製される
。非置換トリスレゾルシノールトリアジンは、その後、基Ｘ、Ｙ及びＺの導入により置換
されてもよい。
【００３１】
式（II）の出発化合物を、更に、既知の方法に従って反応させて式（Ｉ）の化合物Ｇ1～
Ｇ6を得るが、そのような反応及び方法は、例えば、EP-A-434608の第１５頁第１１行～第
１７頁第１行に記載されている。有機ハロゲン化物Ｈａｌ－Ｑ又はスルホナートＴｓ－Ｓ
Ｏ3－Ｑ（ここで、Ｈａｌはハロゲン原子であり、Ｔｓは例えば、４－トシル又はメチル
である）が、化合物Ｇ0の遊離フェノール性ＯＨとの反応に使用される場合、反応は、酸
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バインダー及び適切な溶媒の存在下で、慎重に実施される。例えばジグリムのような、非
プロトン性溶媒の使用が有利である。ジメチルスルホキシド、ジメチルホルムアミド（Ｄ
ＭＦ）、ジメチルアセトアミド、アセトン、エチルメチルケトン、エタノール、メタノー
ル、イソプロパノール、ジグリム、水、トルエン、キシレン及びこれらの混合物である溶
媒が好ましい。確立された酸バインダーは、炭酸塩及び重炭酸塩又はアルコキシドのよう
な塩基、例えば、Ｎａ2ＣＯ3、Ｋ2ＣＯ3、Ｎａエトキシド、Ｎａメトキシド若しくはカリ
ウムtert－ブトキシド、あるいは金属水素化物を含む。生成物は通常の方法、例えば、溶
媒を分離させる、及び／又は結晶化させる、及び／又は蒸留することにより後処理される
。
【００３２】
代わりに、塩化シアヌル又はハロゲン化シアヌルを、例えばEP-A-165608と同様にして、
下記式：
【００３３】
【化６】

【００３４】
のレゾルシノール誘導体３当量と反応させて、Ｇ6を得て、その後、それを、幾つかの結
合Ｏ－Ｑを開裂（例えば、ＡｌＣｌ3を用いる脱アルキル化）することにより更に反応さ
せて、本発明の類Ｇ0～Ｇ5の化合物又はその混合物を得る。
【００３５】
本発明の安定剤は、続いて、式（Ｉ）の類Ｇ2の化合物を、予め上記に記載した類Ｇ0、Ｇ

1及び／又はＧ3～Ｇ6の更に少なくとも１個の化合物と混合することにより得られる。
【００３６】
式（II）の化合物から出発して目的混合物を形成するように、アルキル化又はアシル化工
程を導くことが特に有利である。これは式（Ｉ）の混合物を調製するために好ましい経路
である。このために、式（II）の上記の出発化合物を、記載のように、塩基（例えば、Ｎ
ａ、Ｋ、Ｃａのようなアルカリ金属若しくはアルカリ土類金属の炭酸塩又は水酸化物、ア
ンモニア、あるいはトリエチルアミン、ジブチルアミン又はトリブチルアミン等のような
アミン）及び適切な溶媒（例としては上記のもの、特に好ましい溶媒はジメチルホルムア
ミド（ＤＭＦ）ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドンである）の存在下、Ｈａｌ
－Ｑと慎重に反応させる。この溶媒の他に、脂肪族又は芳香族炭化水素、エステル又はケ
トンから有利に選択される助溶媒の使用も可能であり、例えば、ヘプタン、ベンゼン、ト
ルエン、キシレン、酢酸ブチル、酢酸エチル、エチルメチルケトン、メチルイソブチルケ
トンである。反応のためには、撹拌しながら加熱を、例えば、４０～２００℃、特に８０
～１５０℃で、多くの場合１～１０時間、特に２～８時間実施することが好ましい。望ま
しい反応の程度は、慣用の分析方法、例えば、薄層クロマトグラフィー（ＴＬＣ）又は高
速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）を用いて慎重に監視され、反応を、望ましい程度
の反応が達成された場合に停止させ、停止は、例えば、温度低下、水の添加、及び／又は
中和によるのが効果的である。更なる反応工程を続けることが可能であり、例えば、エス
テル交換、鹸化、塩形成、エステル化、エーテル化である。通常、塩及び／又は溶媒の除
去のあとで、場合によっては適切な有機溶媒での水性混合物の抽出のあとで、本発明の化
合物の混合物を得た。次に、適切な抽出剤は、可能な助溶媒として上記に提示した物質で
ある。この方法の利点は、このようにして得られた生成物が、一般的に更なる精製をしな
いで安定剤として使用できることである。合成から直接得られた混合物を使用することも
可能である。
【００３７】
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あるケースでは、下流での精製工程も有利であり、例えば、特に、生成物混合物の色彩又
は光沢の向上が望ましい場合、抽出から慎重に始め、濾過助剤（例えば、硫酸マグネシウ
ム、硫酸ナトリウム、酸化アルミニウム、クレー、活性炭、シリカゲル等）を用いて、生
成物の混合物の溶液を濾過する。精製には蒸留、沈殿及び再結晶も、同様に可能である。
【００３８】
本発明の混合物のある種の成分は、新規化合物である。したがって、本発明は、更に、式
（III）：
【００３９】
【化７】

【００４０】
（式中、
Ｘ、Ｙ及びＺは、互いに独立して、Ｈ、Ｔ1、ＯＴ1、ＮＴ1Ｔ2、ＳＴ1、ＳＯＴ1、ＳＯ2

Ｔ1、ＳＯ2ＮＴ1Ｔ2、ＳＯ3Ｈ、ＳＯ3Ｔ1、ＳＯ3Ｍ又は－Ｄであり；ここで、
Ｔ1及びＴ2は、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールアル
キル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ

12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビ
シクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニル；又は１個以上のＤで置換され、及び／
若しくは、所望であれば、１個以上の単位Ｅで中断されているこれらの基のうちの１個で
あり；
Ｔ3は、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル；又はそれぞれ
の場合、１個以上の－ＳＯＲ、－ＳＯ2Ｒ、－ＳＯ2ＮＲＲ’、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｍ、－
ＣＯＲ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＯＲ、－ＯＣ
ＯＮＲＲ’、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、－ＮＲＣＯＮＲ’Ｒ”で置換されてい
る、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールアルキル、Ｃ7－
Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロア
ルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアル
キル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニルであり；
Ｔ4は、それぞれの場合、１個以上の－ＣＯＯＭで置換され、所望であれば、１個以上の
単位Ｅで中断され、及び／又はＤで置換されている、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シク
ロアルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリ
ール、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－
Ｃ12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニルであ
り；
Ｄは、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－ＳＲ、－ＮＲＲ’、－ＮＲＳＯ２Ｒ’、－ＳＯＲ、－Ｓ
Ｏ２Ｒ、－ＳＯ２ＮＲＲ’、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ３Ｍ、－Ｈａｌ、－ＣＮ、－ＣＯＲ、－
ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ’
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、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、－ＮＲＣＯＮＲ’Ｒ”から選択され；
Ｅは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－ＳＯ2ＮＲ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ－、－ＯＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＯＣＯＮＲ－、－ＮＲＣＯ
－、－ＮＲ－ＣＯＯ－及び－ＮＲＣＯＮＲ’－から選択され；
Ｒ、Ｒ’、Ｒ”は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル
、Ｃ7－Ｃ18アリールアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－
Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロ
アルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニルであり；
Ｈａｌは、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ又は－Ｉであり；
Ｍは、一価金属陽イオン、好ましくはアルカリ金属陽イオンであるか、又はＮ（ＲＲ’Ｒ
”Ｒ*）+、特にアンモニウムであるか、若しくはＰ（ＲＲ’Ｒ”Ｒ*）+であり;
ここで、
化合物Ｇ1において、基Ｒ1はＱ1であり、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素で
あり；
化合物Ｇ2において、基Ｒ1及び基Ｒ2は、互いに独立して、それぞれＱ2であり、Ｒ3、Ｒ4

、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
化合物Ｇ3において、基Ｒ1、基Ｒ2及び基Ｒ3は、互いに独立して、それぞれＱ3であり、
Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
化合物Ｇ４において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3及び基Ｒ4は、互いに独立して、それぞれＱ3

であり、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
化合物Ｇ5において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4及び基Ｒ5は、互いに独立して、それぞ
れＱ3であり、Ｒ6は、水素であり；
化合物Ｇ6において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、互いに独立して
、それぞれＱ3であり；そして
Ｑ1は、－Ｔ1、－ＣＯＴ1、－ＣＯＨ、－ＣＯＯＴ1又は－ＣＯＮＴ1Ｔ2であり；そして
Ｑ2は、－Ｔ3、－ＣＯＴ1、－ＣＯＨ、－ＣＯＯＴ1又は－ＣＯＮＴ1Ｔ2であり；そして
Ｑ3は－Ｔ4である）
で示される類Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、Ｇ5及びＧ6の化合物を提供する。
【００４１】
Ｔ3は、好ましくは、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ3－Ｃ12アルケニル、Ｃ3アルキニル；又はそ
れぞれの場合、１個以上の－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｍ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲ
Ｒ’、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ’、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’若しくは－Ｎ
ＲＣＯＮＲ’Ｒ”で置換されている、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フ
ェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニルであり、
Ｔ4は、好ましくは、それぞれの場合、１個以上の－ＣＯＯＭで置換されている、Ｃ1－Ｃ

18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル
、Ｃ6－Ｃ18フェニルである。
【００４２】
式（III）の新規化合物の更なる好ましい置換基は、式（Ｉ）の化合物Ｇ1～Ｇ6のために
予め上記に示したものと同じである。
【００４３】
本発明は、更に、
Ａ）光、酸素及び／又は熱の暴露に敏感な有機材料及び
Ｂ）安定剤として式（Ｉ）の化合物の混合物を含む組成物を提供し、
また、光、酸素及び／又は熱の暴露に対して有機材料を安定させる方法であり、本発明の
化合物の混合物を前記材料に加えるか、又は適用することを含む方法を提供し、また、光
、酸素及び／又は熱の暴露に対する安定剤としての式（Ｉ）の化合物の混合物の使用を提
供する。
【００４４】
本発明の混合物は、光、熱、酸素等による損傷に敏感な多様な有機材料を保護するために
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使用され、例えば、油、脂肪、蝋、自動車の仕上げ塗料、木材被覆、塗料、例えばエマル
ション塗料又はコンクリート若しくはアスファルトのような無機建築材料用の塗料、例え
ば複写材料、例としては写真、フィルム、プリントインク及び対応する記録材料、木材又
は木材を含む材料、紙、皮革、プラスチック及びその被覆、織物、化粧品、日焼け止め組
成物、温室フィルム、窓、窓被覆又は窓フィルム（日光フィルム）が挙げられる。可能性
としては、本発明の安定剤混合物を組み込む材料自体の保護、及び本発明の安定剤混合物
を直接又は保護層の形態のいずれかで適用する材料の保護の両方を含む。そのような保護
層の例としては、被覆、積層物の仕上塗、含浸品、また全種類のカバー、スクリーン又は
パッケージが挙げられる。したがって、可能性としては、例えば、種子、皮膚組織、毛髪
若しくは毛髪着色剤の保護、又は殺虫剤、除草剤若しくは殺カビ剤のような活性物質の保
護が挙げられる。
【００４５】
プラスチック、ゴム、塗料、ワニス又は接着剤に存在するポリマー材料の使用が、特に興
味深い。安定化される材料が写真材料を含む場合、その構造は、好ましくは、米国特許US
-5538840、第２５欄、第６０行目～第１０６欄、第３５行目に記載されているとおりであ
り、式（Ｉ）の本発明の化合物の混合物は、US-5538840に記載の式（Ｉ）の化合物及び／
又はそれから調製されるポリマーの適用と同様にして適用され、参照したUS-5538840の部
分は、本発明の記載の一部として考慮される。
式（Ｉ）のカルボキシラート及び／又はスルホナート類の化合物を含む本発明の安定剤は
、水に基づく被覆組成物又はエマルション塗料、またインクジェットプリント用インクの
安定化に特に適切である。
【００４６】
本発明により安定化される好ましい材料は、合成有機ポリマー、プレポリマー及び写真材
料である。用語「プレポリマー」は、熱又は放射線、例えば、ＵＶ放射線、電子線若しく
はＸ線の影響下、及び／又は化学成分、例えば、架橋剤、カップリング剤若しくは触媒の
影響下に、高分子塊形態（ポリマー）に変換されるモノマー又はオリゴマー化合物を意味
することを意図する。
【００４７】
本発明の安定剤は、特に、顕著な保護作用、また安定化される有機材料との高度な適合性
及び良好な加工特性により注目に値する。極めて特別に、光安定剤（ＵＶ吸収剤）として
適切である。
【００４８】
このような方法で安定化されるポリマーの例は下記である。
１．モノオレフィン及びジオレフィンのポリマー、例えば、ポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブト－１－エン、ポリ－４－メチルペント－１－エン、ポリイソプレン又は
ポリブタジエン、ならびにシクロオレフィンのポリマー、例えば、シクロペンタン又はノ
ルボルネンのポリマー、ポリエチレン（場合により架橋されている）、例えば、高密度ポ
リエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度及び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密
度及び超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチルン（ＭＤＰＥ
）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（Ｖ
ＬＤＰＥ）及び（ＵＬＤＰＥ）。
【００４９】
ポリオレフィン、即ち、前段に例示されているモノオレフィンのポリマー、好ましくはポ
リエチレン及びポリプロピレンは、異なる方法、特に下記の方法により調製することがで
きる。
ａ）　ラジカル重合（通常、高圧及び高温下）
ｂ）　通常、周期表のIVb族、Vb族、VIb族又はVIII族の１個以上の金属を含有する触媒を
使用する触媒重合。これらの金属は、通常、１個以上のリガンド、典型的には、π－若し
くはσ配位のいずれかである酸化物、ハロゲン化物、アルコラート、エステル、エーテル
、アミン、アルキル、アルケニル及び／又はアリールを有する。これらの金属錯体は、遊
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離形態でも、又は基質、典型的には活性塩化マグネシウム、塩化チタン（III）、アルミ
ナ又は酸化ケイ素に、固定されていてもよい。これらの触媒は、重合媒体に可溶性又は不
溶性である。触媒は、それ自体重合に使用できるか、又は更に活性剤を使用することがで
き、典型的にはアルキル金属、金属水素化物、アルキル金属ハロゲン化物、アルキル金属
酸化物または金属アルキルオキサンであり、前記金属は、周期表のIa族、IIa族及び／又
はIIIa族の元素である。 活性剤は、更にエステル、エテール、アミン又はシリルエーテ
ル基により、好都合に改質できる。これらの触媒系は、通常、Phillips、Standard Oil I
ndiana、Ziegler (-Natta)、TNZ (DuPont）、メタロセン又は単一サイト触媒(SSC)と称さ
れる。
【００５０】
２．１）に記載されたポリマーの混合物、例えば、ポリプロピレンとポリイソブチレンの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレンの混合物（例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤ
ＰＥ）及びポリエチレンの異なる種類の混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ)。
【００５１】
３．モノオレフィンとジオレフィンの互いの、又は他のビニルモノマーとのコポリマー、
例えば、エチレン／プロピレンコポリマー、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）と
低密度ポリエチレン（ＬＥＰＥ）との混合物、プロピレン／ブト－１－エンコポリマー、
プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブト－１－エンコポリマー、エチレン
／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプテンコポ
リマー、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチ
レン／イソプレンコポリマー、エチレン／アクリル酸アルキルコポリマー、エチレン／メ
タクリル酸アルキルコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマー及び一酸化炭素とのそ
れらのコポリマー又はエチレン／アクリル酸コポリマー及びその塩（イオノマー）、なら
びにエチレンとプロピレン及びジエン、例えば、ヘキサジエン、ジシクロペンタジエン又
はエチリデンノルボルネンとのターポリマー；及びそのようなコポリマーの互いの混合物
及び上記の１）に記載のポリマーとの混合物、例えば、ポリプロピレン／エチレン－プロ
ピレンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／
エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡ
及び交互又はランダムポリアルキレン／一酸化炭素コポリマー及び他のポリマー、例えば
ポリアミドとの混合物。
【００５２】
４．その水素化改質物（例えば、粘着性付与剤）を含む炭化水素樹脂（例えば、Ｃ5－Ｃ9

）及びポリアルキレンとデンプンの混合物。
【００５３】
５．ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【００５４】
６．スチレン又はα－メチルスチレンとジエン又はアクリル酸誘導体のコポリマー、例え
ば、スチレン／ブタジエン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／メタクリル酸アル
キル、スチレン／ブタジエン／アクリル酸アルキル、スチレン／ブタジエン／メタクリル
酸アルキル、スチレン／無水マレイン酸、スチレン／アクリロニトリル／アクリル酸メチ
ル；耐衝撃性スチレンコポリマーと他のポリマー、例えば、ポリアクリラート、ジエンポ
リマー又はエチレン／プロピレン／ジエンターポリマーとの混合物；及びスチレンのブロ
ックコポリマー、例えば、スチレン／ブタジエン／スチレン、スチレン／イソプレン／ス
チレン、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレン又はスチレン／エチレン／プロピレン
／スチレン。
【００５５】
７．スチレン又はα－メチルスチレンのグラフトコポリマー、例えば、ポリブタジエン上
のスチレン、ポリブタジエン－スチレンコポリマー上のスチレン又はポリブタジエン－ア
クリロニトリルコポリマー上のスチレン；ポリブタジエン上のスチレンとアクリロニトリ
ル（又はメタクリロニトリル）；ポリブタジエン上のスチレン、アクリロニトリルとメタ
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クリル酸メチル；ポリブタジエン上のスチレンと無水マレイン酸；ポリブタジエン上のス
チレン、アクリロニトリルと無水マレイン酸又はマレイミド；ポリブタジエン上のスチレ
ンとマレイミド；ポリブタジエン上のスチレンとアクリル酸アルキル又はメタクリル酸ア
ルキル；エチレン／プロピレン／ジエンターポリマー上のスチレンとアクリロニトリル；
アクリル酸ポリアルキル又はメタクリル酸ポリアルキル上のスチレンとアクリロニトリル
；アクリラート／ブタジエンコポリマー上のスチレンとアクリロニトリル、ならびに６）
に示されたコポリマーとの混合物、例えば、ＡＢＳ、ＭＢＳ、ＡＳＡ又はＡＥＳポリマー
として既知のコポリマー混合物。
【００５６】
８．ハロゲン含有ポリマー、例えば、ポリクロロプレン、塩化ゴム、イソブチレン－イソ
プレンの塩素化及び臭素化コポリマー（ハロブチルゴム）、塩素化又はスルホ塩素化ポリ
エチレン、エチレンと塩素化エチレンのコポリマー、エピクロロヒドリンホモ－及びコポ
リマー、特にハロゲン含有ビニル化合物のポリマー、例えば、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化
ビニリデン、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン、ならびに、それらのコポリマー
、例えば、塩化ビニル／塩化ビニリデン、塩化ビニル／酢酸ビニル又は塩化ビニリデン／
酢酸ビニルコポリマー。
【００５７】
９．α，β－不飽和酸及びその誘導体から誘導されるポリマー、例えば、ポリアクリラー
ト及びポリメタクリタート；アクリル酸ブチルにより耐衝撃性を改良した、メタクリル酸
ポリメチル、ポリアクリルアミド及びポリアクリロニトリル、
【００５８】
１０．９）に記載されたモノマーの相互の、又は他の不飽和モノマーとのコポリマー、例
えば、アクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アクリル酸アルキ
ルコポリマー、アクリロニトリル／アクリル酸アルコキシアルキル若しくはアクリロニト
リル／ハロゲン化ビニルコポリマー又はアクリロニトリル／メタクリル酸アルキル／ブタ
ジエンターポリマー。
【００５９】
１１．不飽和アルコール及びアミン又はアシル誘導体若しくはそのアセタールから誘導さ
れるポリマー、例えば、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリステアリン酸ビニ
ル、ポリ安息香酸ビニル、ポリマレイン酸ビニル、ポリビニルブチラール、ポリアリルフ
タラート又はポリアリルメラミン；ならびに上記１）に記載のオレフィンとのコポリマー
。
【００６０】
１２．環式エーテルのホモポリマー及びコポリマー、例えば、ポリアルキレングリコール
、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド又はそれらとビスグリシジルエーテル
とのコポリマー
【００６１】
１３．ポリアセタール、例えば、ポリオキシメチレン及びコモノマーとしてエチレンオキ
シドを含有するポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリラート又はＭＢＳで
改質されているポリアセタール。
【００６２】
１４．ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、及びポリフェニレンオキシドとスチレン
ポリマー又はポリアミドの混合物。
【００６３】
１５．一方がヒドロキシルを末端基とするポリエーテル、ポリエステル又はポリブタジエ
ン、そして他方が脂肪族若しくは芳香族ポリイソシアナートから、ならびにその前駆体か
ら誘導されるポリウレタン。
【００６４】
１６．ジアミンとジカルボン酸から誘導される、及び／又はアミノカルボン酸若しくは対
応するラクタムから誘導されるポリアミド及びコポリアミド、例えば、ポリアミド４、ポ
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リアミド６、ポリアミド６/６、６/１０、６/９、６/１２、４/６、１２/１２、ポリアミ
ド１１、ポリアミド１２、ｍ－キシレンジアミンとアジピン酸から出発する芳香族ポリア
ミド；改質剤としてエラストマーを用いるか、又は用いないでヘキサメチレンジアミンと
イソフタル酸及び/又はテレフタル酸から調製するポリアミド、例えば、ポリ－２，４，
４－トリメチルヘキサメチレンテレフタルアミド若しくはポリ－ｍ－フェニレンイソフタ
ルアミド；また、前記のポリアミドと、ポリオレフィン、オレフィンコポリマー、イオノ
マー又は化学的に結合しているか、若しくはグラフトしているエラストマーとのブロック
コポリマー；又はポリエーテル、例えば、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリ
コール若しくはポリテトラメチレングリコールとのブロックコポリマー；ならびにＥＰＤ
Ｍ又はＡＢＳで改質されているポリアミド若しくはコポリアミド；そして加工中に縮合さ
れるポリアミド（ＲＩＭポリアミド系）。
【００６５】
１７．ポリ尿素、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリエーテルイミド、ポリエステルイ
ミド、ポリヒダントイン及びポリベンズイミダゾール。
【００６６】
１８．ジカルボン酸とジオールから誘導される、及び／又はヒドロキシカルボン酸若しく
は対応するラクトンから誘導されるポリエステル、例えば、ポリエチレンテレフタラート
、ポリブチレンテレフタラート、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサンテレフタラ
ート、ポリアルキレンナフタラート（ＰＡＮ）及びポリヒドロキシベンゾアート、ならび
にヒドロキシル末端ポリエーテルから誘導されるブロックコポリエーテルエステル；また
ポリカルボナート又はＭＢＳで改質されているポリエステル。
【００６７】
１９．ポリカルボナート及びポリエステルカーボナート。
【００６８】
２０．　ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン。
【００６９】
２１．一方がアルデヒドで、他方がフェノール、尿素及びメラミンから誘導される架橋ポ
リマー、例えば、フェノール／ホルムアルデヒド樹脂，尿素／ホルムアルデヒド樹脂及び
メラミン／ホルムアルデヒド樹脂。
【００７０】
２２．乾性及び非乾性アルキド樹脂。
【００７１】
２３．飽和及び不飽和ジカルボン酸と多価アルコールとのコポリエステル及び架橋剤とし
てのビニル化合物から誘導される不飽和ポリエステル樹脂、またその低燃性ハロゲン含有
改質物。
【００７２】
２４．置換アクリラートから誘導される架橋アクリル樹脂、例えば、エポキシアクリラー
ト、ウレタンアクリラート又はポリエステルアクリラート。
【００７３】
２５．メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアナート、イソシアヌラート、ポリイソシアナー
ト又はエポキシ樹脂で架橋されているアルキド樹脂、ポリエステル樹脂及びアクリラート
樹脂。
【００７４】
２６．脂肪族、脂環式、複素環又は芳香族グリシジル化合物、例えば、ビスフェノールＡ
及びビスフェノールＦのジグリシジルエーテルの生成物から誘導される架橋エポキシ樹脂
であり、これらは慣用の硬化剤、例えば、酸無水物又はアミンにより、促進剤を用いて、
又は用いないで架橋される。
【００７５】
２７．セルロース、ゴム、ゼラチンのような天然ポリマー、及びその化学的に改質された
同族誘導体、例えば、酢酸セルロース、プロピオン酸セルロース及び酪酸セルロース、又
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はメチルセルロースのようなセルロースエーテル；ならびにロジン及びその誘導体。
【００７６】
２８．前記ポリマーのブレンド（ポリマーブレンド）、例えば、ＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリア
ミド／ＥＰＤＭ若しくはＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、Ｐ
Ｃ／ＡＢＳ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ
／アクリラート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリラー
ト、ＰＯＭ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６及びコポリマー、ＰＡ／Ｈ
ＤＰＥ、ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ又はＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【００７７】
使用される安定剤の量は、安定化される有機材料及び安定化された材料の意図される用途
によって導かれる。一般的に、本発明の組成物は、成分Ａの１００重量部当たり、０．０
１～１５重量部、特に０．０５～１０重量部、特別に０．１～５重量部の安定剤（成分Ｂ
）を含有する。
【００７８】
本発明の組成物は、式（Ｉ）の安定剤の他に、例えば、酸化防止剤、更なる光安定剤、金
属不活性化剤、ホスファイトまたはホスホナイトのような他の安定剤又は他の添加剤を含
んでよい。これらの例は下記の安定剤である。
１．酸化防止剤
１．１．アルキル化モノフェノール類、例えば２，６－ジ－tert－ブチル－４－メチルフ
ェノール、２－tert－ブチル－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジ－tert－ブチル
－４－エチルフェノール、２，６－ジ－tert－ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，
６－ジ－tert－ブチル－４－イソブチルフェノール、２，６－ジシクロペンチル－４－メ
チルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、２
，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、２，４，６－トリシクロヘキシルフェノ
ール、２，６－ジ－tert－ブチル－４－メトキシメチルフェノール、側鎖が直鎖又は分岐
鎖のノニルフェノール類、例えば２，６－ジノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジ
メチル－６－（１’－メチルウンデク－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６
－（１’－メチルヘプタデク－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’
－メチルトリデク－１’－イル）フェノール及びその混合物。
【００７９】
１．２．アルキルチオメチルフェノール類、例えば２，４－ジオクチルチオメチル－６－
tert－ブチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノール、２，
４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジドデシルチオメチル－４
－ノニルフェノール。
【００８０】
１．３． ヒドロキノン類及びアルキル化ヒドロキノン類、例えば２，６－ジ－tert－ブ
チル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－tert－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－
tert－アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェノール、
２，６－ジ－tert－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシア
ニソール、３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－tert－
ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアラート、ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－
ヒドロキシフェニル）アジパート。
【００８１】
１．４． トコフェロール類、例えばα－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－ト
コフェロール及びδ－トコフェロール並びに及びその混合物（ビタミンＥ）。
【００８２】
１．５． ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル類、例えば２，２’－チオビス（６－t
ert－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チオビス（４－オクチルフェノール
）、４，４’－チオビス（６－tert－ブチル－３－メチルフェノール）、４，４’－チオ
ビス（６－tert－ブチル－２－メチルフェノール）、４，４’－チオビス（３，６－ジ－
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sec－アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）ジスルフィド。
【００８３】
１．６．アルキリデンビスフェノール類、例えば２，２’－メチレンビス（６－tert－ブ
チル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－tert－ブチル－４－エチ
ルフェノール）、２，２’－メチレンビス〔４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシ
ル）フェノール〕、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノー
ル）、２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチ
レンビス（４，６－ジ－tert－ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４，６
－ジ－tert－ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（６－tert－ブチル－４－
イソブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス〔６－（α－メチルベンジル）－４－
ノニルフェノール〕、２，２’－メチレンビス〔６－（α，α－ジメチルベンジル）－４
－ノニルフェノール〕、４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－tert－ブチルフェノール
）、４，４’－メチレンビス（６－tert－ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－ビ
ス（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス（
３－tert－ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、１
，１，３－トリス（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、
１，１－ビス（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ド
デシルメルカプトブタン、エチレングリコールビス〔３，３－ビス（３’－tert－ブチル
－４’－ヒドロキシフェニル）ブチラート〕、ビス（３－tert－ブチル－４－ヒドロキシ
－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、ビス〔２－（３’－tert－ブチル－２’
－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－tert－ブチル－４－メチルフェニル〕テレ
フタラート、１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，
２－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビ
ス（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメル
カプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチ
ルフェニル）ペンタン。
【００８４】
１．７．Ｏ－、Ｎ－及びＳ－ベンジル化合物、例えば３，５，３’，５’－テトラ－tert
－ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル４－ヒドロキシ－
３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセタート、トリデシル４－ヒドロキシ－３，５－
ジ－tert－ブチルベンジルメルカプトアセタート、トリス（３，５－ジ－tert－ブチル－
４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－tert－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－
ジメチルベンジル）ジチオテレフタラート、ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジルメルカプトアセタート。
【００８５】
１．８． ヒドロキシベンジル化マロナート類、例えばジオクタデシル２，２－ビス（３
，５－ジ－tert－ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マロナート、ジオクタデシル２－（
３－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）マロナート、ジドデシルメル
カプトエチル２，２－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロ
ナート、ビス〔４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル〕＝２，２－ビス
（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロナート。
【００８６】
１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば１，３，５－トリス（３，５－ジ－te
rt－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－ビ
ス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－テトラメ
チルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ル）フェノール。
【００８７】
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１．１０．トリアジン化合物、例えば２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，
５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オク
チルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）
－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－tert
－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス
（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌ
ラート、１，３，５－トリス（４－tert－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベ
ンジル）イソシアヌラート、２，４，６－トリス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒド
ロキシフェニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－
tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキサヒドロ－１，３，５－トリ
アジン、１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イ
ソシアヌラート。
【００８８】
１．１１．ベンジルホスホナート類、例えばジメチル２，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒ
ドロキシベンジルホスホナート、ジエチル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルホスホナート、ジオクタデシル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ルホスホナート、ジオクタデシル５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジ
ルホスホナート、３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸モノエ
チルエステルのカルシウム塩。
【００８９】
１．１２．アシルアミノフェノール類、例えば４－ヒドロキシラウリルアニリド、４－ヒ
ドロキシステアリルアニリド）、オクチルＮ－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロ
キシフェニル）カルバマート。
【００９０】
１．１３．β－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸と
モノ－又は多価アルコール類とのエステル類、例えばメタノール、エタノール、ｎ－オク
タノール、イソオクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－
ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコ
ール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペ
ンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ’－ビス（
ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、
トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホ
スファ－２，６，７－トリオキサビシクロ〔２．２．２〕オクタンと、β－（３，５－ジ
－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸とのエステル類。
【００９１】
１．１４．β－（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸とモノ－又は多価アルコール類とのエステル類、例えばメタノール、エタノール、ｎ－
オクタノール、イソオクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，
９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグ
リコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール
、ペエンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ’－
ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノ
ール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－
１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ〔２．２．２〕オクタンと、β－（５－
tert－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸とのエステル類；３
，９－ビス〔２－｛３－（３－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プ
ロピオニルオキシ｝－１，１－ジメチルエチル〕－２，４，８，１０－テトラオキサスピ
ロ[５，５]ウンデカン。
【００９２】
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１．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸と
モノ－又は多価アルコール類とのエステル類、例えば、メタノール、エタノール、オクタ
ノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチ
レングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレン
グリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、
トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オ
キサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジ
オール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－
トリオキサビシクロ〔２．２．２〕オクタンと、β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－
ヒドロキシフェニル）プロピオン酸とのエステル類。
【００９３】
１．１６．３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸とモノ－又は多価ア
ルコール類とのエステル類、例えばメタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカ
ノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１
，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチ
レングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシ
エチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チア
ウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロ
ールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ
〔２．２．２〕オクタンと、３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸と
のエステル類。
【００９４】
１．１７．β－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド類、例えばＮ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル
プロピオニル）ヘキサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－
４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５
－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビ
ス〔２－（３－〔３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル〕プロピオニルオ
キシ）エチル〕オキサミド（Naugard（登録商標）XL-1、Uniroyal社から供給された）。
【００９５】
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【００９６】
１．１９．アミン酸化防止剤、例えばＮ，Ｎ’－ジイソプロピル－ｐ－フェニレンジアミ
ン、Ｎ，Ｎ’－ジ－sec－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－
ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－メチ
ルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－
フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’
－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１
，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチル
ヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－フ
ェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミ
ン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジ－sec－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフ
ェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ
－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－tert－オクチルフェニル）－１－ナフチル
アミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例えば、ｐ
，ｐ’－ジ－tert－オクチルジフェニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－
ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイルアミノ
フェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニル）ア
ミン、２，６－ジ－tert－ブチル－４－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４’－ジ
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アミノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－
テトラメチル－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、１，２－ビス〔（２－メチルフェ
ニル）アミノ〕エタン、１，２－ビス（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグ
アニド、ビス〔４－（１’，３’－ジメチルブチル）フェニル〕アミン、tert－オクチル
化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ及びジアルキル化tert－ブチル－／tert－オ
クチルジフェニルアミンの混合物、モノ及びジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合
物、モノ及びジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、モノ及びジアルキル化イ
ソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、モノ及びジアルキル化tert－ブチ
ルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベ
ンゾチアジン、フェノチアジン、モノ及びジアルキル化tert－ブチル／tert－オクチルフ
ェノチアジンの混合物、モノ及びジアルキル化tert－オクチルフェノチアジンの混合物、
Ｎ－アリルフェノチアジン，Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニル－１，４－ジアミノブ
ト－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリド－４－イル）ヘキ
サメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリド－４－イル）セバカ
ート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オン、２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジン－４－オール。
【００９７】
２．ＵＶ吸収剤及び光安定剤
２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール類、例えば、２－（２’
－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－te
rt－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５’－tert－ブチ
ル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－
（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，
５’－ジ－tert－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール
、２－（３’－tert－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロ
ベンゾトリアゾール、２－（３’－sec－ブチル－５’－tert－ブチル－２’－ヒドロキ
シフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチロキシフェニ
ル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－tert－アミル－２’－ヒドロキシフェ
ニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ビス（α，α―ジメチルベンジル）－２
’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－tert－ブチル－２’－ヒド
ロキシ－５’－（２－オクチロオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロベンゾ
トリアゾール、２－（３’－tert－ブチル－５’－〔２－（２－エチルヘキシルオキシ）
カルボニルエチル〕－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２
－（３’－tert－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－tert－ブチル－２’－ヒドロ
キシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
３’－tert－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル
）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－tert－ブチル－５’－〔２－（２－エチ
ルヘキシルオキシ）カルボニルエチル〕－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾー
ル、２－（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾ
ール、２－（３’－tert－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシ
カルボニルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス〔４－（１，
１，３，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール〕；
２－〔３’－tert－ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキ
シフェニル〕－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル
交換生成物；下記式：
【００９８】
【化８】
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【００９９】
（式中、Ｒは、３’－tert－ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル－２－イルフェニルである）；２－〔２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベ
ンジル）－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル〕ベンゾトリアゾー
ル；２－〔２’－ヒドロキシ－３’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－
（α，α－ジメチルベンジル）フェニル〕ベンゾトリアゾール。
【０１００】
２．２．ヒドロキシベンゾフェノン類、例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オ
クチルオキシ、４－デシルオキシ、４－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２’
，４’－トリヒドロキシ又は２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【０１０１】
２．３．置換又は非置換の安息香酸のエステル類、例えば４－tert－ブチルフェニルサリ
チラート、サリチル酸フェニル、サリチル酸オクチルフェニル、ジベンゾイルレゾルシノ
ール、ビス（４－tert－ブチルベンゾイル）レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール
、２，４－ジ－tert－ブチルフェニル＝３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベン
ゾアート、ヘキサデシル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンゾアート、オク
タデシル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンゾアート、２－メチル－４，６
－ジ－tert－ブチルフェニル＝３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンゾアート
。
【０１０２】
２．４．アクリラート類、例えばα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリル酸エチル、α
－シアノ－β，β－ジフェニルアクリル酸イソオクチル、α－カルボメトキシケイ皮酸メ
チル、α－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシケイ皮酸メチル、α－シアノ－β－メチル
－ｐ－メトキシケイ皮酸ブチル、α－カルボメトキシ－ｐ－メトキシケイ皮酸メチル及び
Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン。
【０１０３】
２．５．ニッケル化合物、例えばｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン若しくはＮ－
シクロヘキシルジエタノールアミンのような追加のリガンドを有するか、又は有さない、
１：１又は１：２錯体のような、２，２’－チオビス〔４－（１，１，３，３－テトラメ
チルブチル）フェノール〕のニッケル錯体、ニッケルジブチルジチオカルバマート、４－
ヒドロキシ－３，５－ジ－tert－ブチルベンジルリン酸のモノアルキルエステル類、例え
ばメチル又はエチルエステルのニッケル塩、ケトキシム類のニッケル錯体、例えば２－ヒ
ドロキシ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシムのニッケル錯体、追加のリガンドを
有するか、又は有さない、１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾールの
ニッケル錯体。
【０１０４】
２．６．立体障害されたアミン類、例えばビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジル）セバカート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スクシ
ナート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバカート、ビス
（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバカート、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ－
tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロナート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２
，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとコハク酸との縮合物、Ｎ，Ｎ
′－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと
４－tert－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの直鎖状又は
環式縮合物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリア
セタート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）１，２，３，
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４－ブタンテトラカルボキシラート、１，１′－（１，２－エタンジイル）ビス（３，３
，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス
（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキ
シ－３，５－ジ－tert－ブチルベンジル）マロナート、３－ｎ－オクチル－７，７，９，
９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ〔４．５〕デカン－２，４－ジオン、ビ
ス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバカート、ビス
（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシナート、Ｎ，
Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン
と４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの直鎖状又は環式縮合
物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エ
タンとの縮合物、２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６
－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロ
ピルアミノ）エタンとの縮合物、８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラ
メチル－１，３，８－トリアザスピロ〔４．５〕デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル
－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン
、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジ
ン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキシ－及び４－ステアリルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジンの混合物、Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジ
クロロ－１，３，５－トリアジンとの縮合物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ
）エタンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン、ならびに４－ブチルアミ
ノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンとの縮合物（CAS Reg. No. 〔136504-96-6
〕）；１，６－ヘキサンジアミンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン、
ならびにＮ，Ｎ－ジブチルアミンと４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジンとの縮合物（CAS Reg. No. 〔192268-64-7））；Ｎ－（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，
７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ〔４．５〕
デカン、７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－
ジアザ－４－オキソスピロ〔４，５〕デカンとエピクロロヒドリンとの反応生成物、１，
１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２
－（４－メトキシフェニル）エテン、Ｎ，Ｎ′－ビスホルミル－Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシメチ
レンマロン酸との１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンとのジ
エステル、ポリ〔メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）〕シロキサン、マイレン酸無水物－α－オレフィンコポリマーと２，２
，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジン又は１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－アミノピペリジンとの反応生成物。
【０１０５】
２．７．オキサミド類、例えば４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジ
エトキシオキサニリド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－tert－ブチルオキ
サニリド、２，２’－ジドデシルオキシ－５，５’－ジ－tert－ブトキサニリド、２－エ
トキシ－２’－エチルオキサニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オ
キサミド、２－エトキシ－５－tert－ブチル－２’－エトキサニリド及び２－エトキシ－
２’－エチル－５，４’－ジ－tert－ブトキサニリドとその混合物、ｏ－及びｐ－メトキ
シ－ジ置換オキサニリドの混合物並びにｏ－及びｐ－エトキシ－ジ置換オキサニリドの混
合物。
【０１０６】
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２．８．２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン類、例えば２，４，
６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４
，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２
－ヒドロキシ－４－プロポキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３
，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビ
ス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ドデ
シルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，
４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－
ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オ
クチルオキシプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５
－トリアジン、２－〔４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポ
キシ）－２－ヒドロキシフェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，
３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキ
シプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－
トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－ジフェニ
ル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，６
－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス〔２－ヒドロキシ－４－（
３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル〕－１，３，５－トリアジン、２－
（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－１，３，
５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－〔３－（２－エチルヘキシル－１－オキシ
）－２－ヒドロキシプロポキシ〕フェニル｝－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル
）－１，３，５－トリアジン。
【０１０７】
３．金属不活性化剤、例えば、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラール－Ｎ
’－サリチロイルヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－
ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、
３－サリチロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリル
ジヒドラジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒ
ドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイ
ル）オキサリルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒド
ラジド。
【０１０８】
４．ホスファイト類及びホスホナイト類、例えば、トリフェニルホスファイト、ジフェニ
ルアルキルホスファイト類、フェニルジアルキルホスファイト類、トリス（ノニルフェニ
ル）ホスファイト、トリラウリルホスファイト、トリオクタデシルホスファイト、ジステ
アリルペンタエリトリトールジホスファイト、トリス（２，４－ジ－tert－ブチルフェニ
ル）ホスファイト、ジイソデシルペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４－
ジ－tert－ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジク
ミルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，６－ジ－tert－ブチル
－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ジイソデシルオキシペン
タエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジ－tert－ブチル－６－メチルフェニ
ル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４，６－トリス（tert－ブチルフ
ェニル））ペンタエリトリトールジホスファイト、トリステアリルソルビトールトリホス
ファイト、テトラキス（２，４－ジ－tert－ブチルフェニル）４，４’－ビフェニレンジ
ホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ－tert－ブチル－１
２Ｈ－ジベンズ〔ｄ，ｇ〕－１，３，２－ジオキサホスホシン、ビス（２，４－ジ－tert
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－６－メチルフェニル）エチルホスファイト、６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ
－tert－ブチル－１２－メチルジベンズ〔ｄ，ｇ〕－１，３，２－ジオキサホスホシン、
２，２’，２”－ニトリロ〔トリエチルトリス（３，３’，５，５’－テトラ－tert－ブ
チル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホスファイト〕、２－エチルヘキシル
（３，３’，５，５’－テトラ－tert－ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイ
ル）ホスファイト、５－ブチル－５－エチル－２－（２，４，６－トリ－tert－ブチルフ
ェノキシ）－１，３，２－ジオキサホスフィラン。
【０１０９】
以下のホスファイト類の使用が特に好ましい：
トリス（２，４－ジ－tert－ブチルフェニル）ホスファイト（Irgafos（登録商標）168、
Ciba Speciality Chemicals社製）、トリス（ノニルフェニル）ホスファイト、
【０１１０】
【化９】
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【０１１１】
５．ヒドロキシルアミン類、例えばＮ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
エチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリ
ルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサ
デシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデ
シル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒド
ロキシルアミン、水素化獣脂アミン（hydrogenated tallow amine）から誘導されるＮ，
Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１１２】
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６．ニトロン類、例えば、Ｎ－ベンジル－アルファ－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－ア
ルファ－メチルニトロン、Ｎ－オクチル－アルファ－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－
アルファ－ウンデシルニトロン、Ｎ－テトラデシル－アルファ－トリデシルニトロン、Ｎ
－ヘキサデシル－アルファ－ペンタデシルニトロン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘプ
タデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－アルファ－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－オクタデ
シル－アルファ－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－アルファ－ヘプタデシルニ
トロン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘキサデシルニトロン、水素化獣脂アミンから誘
導されるＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されるニトロン。
【０１１３】
７．チオ相乗剤、例えばジラウリルチオジプロピオナート又はジステアリルチオジプロピ
オナート。
【０１１４】
８．過酸化物スカベンジャー、例えばβ－チオジプロピオン酸のエステル類、例えばラウ
リル、ステアリル、ミリスチル又はトリデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール
、又は２－メルカプトベンズイミダゾールの亜鉛塩、ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛、
ジオクタデシルジスルフィド、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプ
ト）プロピオナート。
【０１１５】
９．ポリアミド安定剤、例えばヨウ化物及び／又はリン化合物と組み合わされた銅塩、並
びに二価マンガン塩。
【０１１６】
１０．塩基性共安定剤、例えばメラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、ト
リアリルシアヌラート、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン類、ポリアミド類、ポリ
ウレタン類、高級脂肪酸類のアルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばステアリン
酸カルシウム、ステアリン酸亜鉛、ベヘン酸マグネシウム、ステアリン酸マグネシウム、
リシノール酸ナトリウム及びパルミチン酸カリウム、アンチモンピロカテコラート又は亜
鉛ピロカテコラート。
【０１１７】
１１． 核化剤、例えば、タルクような無機物質、二酸化チタン又は酸化マグネシウムの
ような金属酸化物、好ましくはアルカリ土類金属の、リン酸塩類、炭酸塩類又は硫酸塩類
；モノ－又はポリカルボン酸類及びその塩のような有機化合物、例えば４－tert－ブチル
安息香酸、アジピン酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウム又は安息香酸ナトリウム；
イオン性コポリマー（イオノマー）のようなポリマー化合物。特に好ましくは１，３：２
，４－ビス（３’，４’－ジメチルベンジリデン）ソルビトール、１，３：２，４－ジ（
ｐ－メチルジベンジリデン）ソルビトール及び１，３：２，４－ジ（ベンジリデン）ソル
ビトールである。
【０１１８】
１２．充填剤及び補強剤、例えば炭酸カルシウム、ケイ酸塩、ガラス繊維、ガラス球、石
綿、タルク、カオリン、雲母、硫酸バリウム、金属酸化物及び水酸化物、カーボンブラッ
ク、グラファイト、木粉及び他の天然生成物の粉末又は繊維、合成繊維。
【０１１９】
１３．他の添加剤、例えば可塑剤、滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー的添加剤、触媒、流
動性制御剤、蛍光増白剤、防炎加工剤、帯電防止剤及び発泡剤。
【０１２０】
１４．ベンゾフラノン類及びインドリノン類、例えばUS 4325863; US 4338244; US 51753
12; US 5216052; US 5252643; DE-A-4316611; DE-A-4316622; DE-A-4316876; EP-A-05898
39 又はEP-A-0591102 に記載されたもの、あるいは３－〔４－（２－アセトキシエトキシ
）フェニル〕－５，７－ジ－tert－ブチルベンゾフラン－２－オン、５，７－ジ－tert－
ブチル－３－〔４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル〕ベンゾフラン－２－
オン、３，３’－ビス〔５，７－ジ－tert－ブチル－３－（４－〔２－ヒドロキシエトキ
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シ〕フェニル）ベンゾフラン－２－オン〕、５，７－ジ－tert－ブチル－３－（４－エト
キシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェ
ニル）－５，７－ジ－tert－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－（３，５－ジメチル－
４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－tert－ブチルベンゾフラン－２－オン、
３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－tert－ブチルベンゾフラン－２－オン
、３－（２，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－tert－ブチルベンゾフラン－２－オ
ン。
【０１２１】
添加される更なる安定剤の性質及び量は、安定化される基質の性質及び意図される用途に
よって決定され、多くの場合、安定化される有機材料に基づき０．１～５重量％が使用さ
れる。
【０１２２】
特に有利な点は、本発明の安定剤は、成分Ａとして合成有機ポリマー、特に熱可塑性ポリ
マー、又は例えば、塗料のような被覆材料のバインダー、又は複写材料、特に写真材料を
含む組成物に使用されることである。
【０１２３】
本発明により有利に安定化される複写材料、特にカラー写真材料は、例えば、Research D
isclosure 1990, 31429 （第４７４～４８０頁）に、US-A-5538840 第２６～１０６欄に
、GB-A-2319523 に、又はDE-A-19750906、第２２頁第１５行～第１０５頁第３２行に記載
されているような材料である。ハロゲン化銀を含む層又はカラー写真材料、特にカラーフ
ィルム若しくはカラー写真印画紙の保護層における使用が好ましい。
【０１２４】
適切な熱可塑性ポリマーには、例えば、ポリオレフィン、（例としては、上記に提示した
１．～３．）、また、ヘテロ原子を主鎖に含有するポリマー、例えば、窒素、酸素及び／
又は硫黄、特に窒素又は酸素を主鎖に含有する熱可塑性ポリマーが挙げられる。そのよう
なポリマーの例としては、上記、特に１３．～２０．で提示したものであり、特に重要な
ものは、ポリアミド、ポリエステル及びポリカルボナート（１７．～１９．）である。
【０１２５】
合成有機ポリマー又はプレポリマーへの組み込みは、本発明の安定剤及び更なる添加剤を
、当該技術で慣用の方法に従って加えることにより実施される。組み込みは、例えば、微
紛成分を混合する、又は安定剤をポリマーの溶融体若しくは溶液に加える、又は溶解若し
くは分散した化合物をポリマーに適用し、その後、溶媒を蒸発させるか、又はさせること
なく、成形の前又は間に慎重に実施される。エラストマーは、ラテックスの形態で安定化
されてもよい。本発明の化合物をポリマーに組み込む更なる可能性は、対応するモノマー
の重合の前又は重合の間、及び／又は架橋の前に加えることである．
【０１２６】
安定化されるプラスチックへの本発明の化合物又は混合物の添加は、予備配合物の形態、
例えば、少なくとも１個の他の成分、例えば乳化剤又は分散剤に加えて、本発明の安定剤
を２．５～９８重量％含有する形態、あるいはこれらの化合物を例えば、２．５～２５重
量％の濃度で含有するマスターバッチの形態で実施される．
【０１２７】
組み込みは、下記の方法に従って慎重に実施される。
－エマルション又は分散体として（例えば、ラテックスへ又はエマルションポリマーへ）
－乾燥混合物として、更なる成分又はポリマー混合物の混合の間に
－加工装置（例えば、押出機、密閉式ミキサー等）に直接加える
－溶液又は溶融体として。
【０１２８】
このような方法で得られた安定化されたポリマー組成物は、慣用の方法、例えば、加熱圧
縮、スピン、押出又は射出成形により、例えば、繊維、フィルム、ストリップ、シート、
サンドイッチプレート、容器、パイプ及び他の形材のような成形された物品に変換される
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。
【０１２９】
したがって本発明は、更に、成形された物品を製造するため、本発明のポリマー組成物の
使用を提供する．
【０１３０】
多層系における使用も興味深い。この場合、比較的に多量の式（Ｉ）の安定剤、例えば１
～１５重量％を含む本発明のポリマー組成物は、本発明の安定剤をほとんど又は全く含有
しないポリマーから製造された、成形された物品に、薄膜（１０～１００μm）として適
用される。この適用は、基礎物品の成形と同時であってよく、例えば、同時押出である。
代わりに、適用は、予め成形された形状の基礎物品に、例えば、膜を積層するか、又は溶
液を塗布することにより実施される。外層又は完成品の外層は、ＵＶ光線から物品の内部
を保護するＵＶフィルターの機能を有する．外層は、少なくとも１個の式（Ｉ）の安定剤
を、好ましくは１～１５重量％、特に５～１０重量％含有する。
【０１３１】
したがって本発明は、更に、１０～１００μm厚の外層が本発明のポリマー組成物を含み
、一方、内層が式（Ｉ）の安定剤をほとんど又は全く含有しない多層系を製造するための
、本発明のポリマー組成物の使用を提供する．
【０１３２】
このように安定化されたポリマーは、高度な耐候安定性、そして特にＵＶ光線に対する高
い耐性が注目に値する。その結果、屋外で使用される場合であっても、機械的性質及び色
彩と光沢もまた長期間保持される。
【０１３３】
被覆、例えば、表面被覆の安定剤としての本発明の式（Ｉ）の混合物の使用が特に興味深
い。したがって本発明は、また、成分Ａが膜形成バインダーである組成物を提供する。
【０１３４】
本発明の被覆組成物は、本発明の安定剤Ｂを固体バインダーＡの１００重量部当たり、好
ましくは０．０１～１０重量部、特に０．０５～１０重量部、特別に０．１～５重量部含
有する。
【０１３５】
ここでも、多層系が可能であり、この場合、仕上層における成分Ｂの濃度は、相対的に高
い。例えば、固体バインダーＡの１００重量部当たりＢは１～１５重量部、特に３～１０
重量部である。
【０１３６】
本発明の安定剤の被覆における使用は、層間剥離、即ち基質からの被覆のフレーキングを
防止する更なる利点を提供する。この利点は、金属基質上に多層系を含有する金属基質の
場合に、特に明らかである。
【０１３７】
適切なバインダー（成分Ａ）は、原則的に当該技術において慣用のもの全てであり、その
例は、Ullmann's Encyclopedia of Industrial Chemistry, 5th ed., Vol. A18, pp. 368
-426, VCH, Weinheim 1991 に記載されているものである。一般的に、該当するバインダ
ーは、熱可塑性又は熱硬化性樹脂、主に熱硬化性樹脂に基づく膜形成バインダーである。
その例は、アルキド、アクリル樹脂、ポリエステル、フェノール樹脂、メラミン樹脂、エ
ポキシ樹脂及びポリウレタン樹脂並びにそれらの混合物である。
【０１３８】
成分Ａは、低温硬化性又は熱硬化性バインダーであり、硬化触媒の添加が有利である。バ
インダーの硬化を促進する適切な触媒は、例えば、Ullmann's Encyclopedia of Industri
al Chemistry, Vol. A18, page 469, VCH Verlagsgesellschaft, Weinheim 1991に記載さ
れている。
【０１３９】
成分Ａが官能アクリル樹脂及び架橋剤を含むバインダーである被覆組成物が好ましい。
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特定のバインダーを有する被覆組成物の例は下記である。
１．低温又は熱架橋性アルキド、アクリル樹脂、ポリエステル、エポキシ樹脂若しくはメ
ラミン樹脂、又はそのような樹脂の混合物に基づき、硬化触媒が添加され、又は添加され
ない被覆材料；
２．ヒドロキシル基含有アクリル樹脂、ポリエステル又はポリエーテル樹脂及び脂肪族又
は芳香族イソシアナート、イソシアヌラート若しくはポリイソシアナートに基づく２成分
型ポリウレタン被覆材料；
３．末端封鎖イソシアナート、イソシアヌラート又はポリイソシアナート（これらは焼付
けの間に封鎖基が脱離する）に基づく１成分型ポリウレタン被覆材料；所望であればメラ
ミン樹脂を加えることも可能である；
４．脂肪族又は芳香族ウレタン若しくはポリウレタン、及びヒドロキシル含有アクリル樹
脂、ポリエステル又はポリエーテル樹脂に基づく１成分型ポリウレタン被覆材料；
５．ウレタン構造に遊離アミン基を有する脂肪族又は芳香族ウレタンアクリラート又はポ
リウレタンアクリラート、及びメラミン樹脂又はポリエーテル樹脂に基づく、硬化触媒が
添加され、又は添加されない、１成分型ポリウレタン被覆材料；
６．（ポリ）ケチミン及び脂肪族又は芳香族イソシアナート、イソシアヌラート若しくは
ポリイソシアナートに基づく２成分型被覆材料；
７．（ポリ）ケチミン及び不飽和アクリル樹脂又はポリアセトアセタート樹脂又はメタク
リルアミドグリコラートメチルエステルに基づく２成分被覆材料；
８．カルボキシル－又はアミノ含有ポリアクリラート及びポリエポキシドに基づく２成分
型被覆材料；
９．酸無水物基含有アクリル樹脂及びポリヒドロキシ又はポリアミノ成分に基づく２成分
型被覆材料；
１０．アクリラート含有酸無水物及びポリエポキシドに基づく２成分型被覆材料；
１１．（ポリ）オキサゾリン及び酸無水物基含有アクリル樹脂若しくは不飽和アクリル樹
脂、又は脂肪族若しくは芳香族イソシアナート、イソシアヌラート又はポリイソシアナー
トに基づく２成分型被覆材料；
１２．不飽和ポリアクリラート及びポリマロナートに基づく２成分型被覆材料；
１３．熱可塑性アクリル樹脂又は外部架橋されているアクリル樹脂とエーテル化メラミン
樹脂との組み合わせに基づく熱可塑性ポリアクリラート被覆材料；
１４．シロキサン変性又はフッ素変性アクリル樹脂に基づく被覆型。
【０１４１】
成分Ａ及びＢに加えて、本発明の被覆組成物は、好ましくは成分Ｃとして、例えば、上記
の２．１、２．６及び２．８のセクションで提示したような、立体障害されたアミン、２
－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン及び／又は２－ヒドロキシフェ
ニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール型の光安定剤を含む。この文脈において、２－モノレゾ
ルシニル－４，６－ジアリール－１，３，５－トリアジン及び／又は２－ヒドロキシフェ
ニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾールの添加も、技術的に特に興味深い。
【０１４２】
最大の光安定性を達成するために、上記の２．６で提示したような立体障害されたアミン
類の添加が特に興味深い。したがって本発明は、更に、成分Ａ及びＢの他に、成分Ｃとし
て立体傷害されたアミン型の光安定剤を含む被覆組成物を提供する。
【０１４３】
該当の安定剤は、好ましくは少なくとも１個の下記式：
【０１４４】
【化１０】
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【０１４５】
（式中、Ｒは、水素又はメチル、特に水素である）の基を含有する２，２，６，６－テト
ラアルキルピペリジン誘導体である。
【０１４６】
成分Ｃは、好ましくは固体バインダーの１００重量部当たり０．０５～５重量部の量で使
用される。
【０１４７】
成分Ｃとして使用されるテトラアルキルピペリジン誘導体は、EP-A-356677、第３～１７
頁、セクション a)～f) から選択することができる。このEP-Aの上記セクションは、本記
載の一部分として考慮される。下記のテトラアルキルピペリジン誘導体を使用することが
特に賢明である。
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシナート、
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバカート、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバカート、
ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブチル（３，５－ジ－te
rt－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロナート、
ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバ
カート、
テトラ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，３，４
－テトラカルボキシラート、
テトラ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，３
，４－テトラカルボキシラート、
２，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソジスピロ
〔５．１．１１．２〕ヘンエイコサン、
８－アセチル－３－ドデシル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルス
ピロ〔４，５〕デカン－２，４－ジオン、
１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イルオキシカルボニ
ル）－２－（４－メトキシフェニル）エテン、
又は下記式：
【０１４８】
【化１１】

【０１４９】
（式中、Ｒは、下記式：
【０１５０】
【化１２】
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【０１５１】
【化１３】

【０１５２】
（式中、Ｒは、下記式：
【０１５３】
【化１４】

【０１５４】
である）；
【０１５５】
【化１５】



(34) JP 4907823 B2 2012.4.4

10

20

30

40

50

【０１５６】
（式中、ｍは５～５０である）。
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【０１５７】
成分Ａ、Ｂ及び、存在する場合、Ｃの他に、被覆組成物は更なる成分を含んでよく、その
例としては、溶媒、顔料、染料、可塑剤、安定剤、チキソトロピー剤、乾燥触媒及び／又
は均展助剤である。
可能な成分の例は、Ullmann's Encyclopedia of Industrial Chemistry, 5th Ed., Vol. 
A18, pp. 429-471, VCH, Weinheim 1991に記載されている。
【０１５８】
可能な乾燥触媒及び硬化触媒は、例えば、有機金属化合物、アミン類、アミノ含有樹脂及
び／又はホスフィンである。有機金属化合物の例は、金属カルボン酸塩、特に金属Ｐｂ、
 Ｍｎ、Ｃｏ、Ｚｎ、Ｚｒ若しくはＣｕのもの、又は金属キレート、特に、金属Ａｌ、Ｔ
ｉ若しくはＺｒのもの、又は、例えば、有機スズ化合物のような有機金属化合物である。
【０１５９】
金属カルボン酸塩の例は、Ｐｂ、Ｍｎ若しくはＺｎのステアリン酸塩、Ｃｏ、Ｚｎ若しく
はＣｕのオクタン酸塩、Ｍｎ及びＣｏのナフテン酸塩又は対応するリノレン酸塩、樹脂酸
塩、若しくはトール油脂肪酸塩（tallates）である。
【０１６０】
金属キレートの例は、アセチルアセトン、エチルアセチルアセタート、サリチルアルデヒ
ド、サリチルアルドキシム、ｏ－ヒドロキシアセトフェノン又はエチルトリフルオロアセ
チルアセタートのアルミニウム、チタン又はジルコニウムキレート及びこれらの金属のア
ルコキシドである。
【０１６１】
有機スズ化合物の例は、酸化ジブチルスズ、ジブチルスズジラウラート及びジブチルスズ
ジオクトアートである。
【０１６２】
アミン類の例は、特に第三級アミンであり、例えば、トリブチルアミン、トリエタノール
アミン、Ｎ－メチルジエタノールアミン、Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ－エチルモ
ルホリン、Ｎ－メチルモルホリン又はジアザビシクロオクタン（トリエチレンジアミン）
及びその塩である。更なる例は、例えば、トリメチルベンジルアンモニウムクロリドのよ
うな第四級アンモニウムである。
【０１６３】
アミノ基を含有する樹脂は、バインダーと同時に硬化触媒である。その例は、アミノ含有
アクリラートコポリマーである。
【０１６４】
硬化触媒として、トリフェニルホスフィンのようなホスフィン類の使用も可能である．
【０１６５】
本発明の被覆組成物は、また、放射線硬化性被覆組成物を含むことができる。この場合、
エチレン性不飽和結合を有するモノマー性又はオリゴマー性の化合物（プレポリマー）を
実質的に含むバインダーは、適用の後、光化学線の放射により硬化され、即ち架橋された
高分子量の塊形態に変換される。該当の系がＵＶ硬化系の場合、一般的に、更に光開始剤
を含む。対応する系は、上記の出版物、Ullmann's Encyclopedia of Industrial Chemist
ry, 5th Ed, Vol.A18, pages 451-453 に記載されている。放射線硬化性被覆組成物にお
いては、本発明の安定剤は、立体障害されたアミンの非存在下でさえ使用され得る。
【０１６６】
本発明の被覆組成物は、あらゆる所望の基質、例としては、金属、木材、プラスチック又
はセラミック材料に適用され得る。自動車用被覆系の場合、好ましくは下塗材料として使
用される。仕上塗が、下層が着色され、上層が無着色である２層を含む場合、本発明の被
覆組成物は、上層若しくは下層、又は両方の層に、好ましくは下層（着色された層）に使
用され得る。
【０１６７】
同様に好ましいのは、例えば、式（Ｉ）の安定剤を木材用ワニス、ステイン又は含浸剤に
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組み込むことによる、木材の保護における本発明の化合物の使用である。したがって本発
明は、更に、特に光、酸素及び／又は熱の有害な屋外暴露作用に対して木材の表面を安定
化する方法であり、特に、式（Ｉ）の安定剤を含むワニス、ステイン及び／又は含浸剤を
適用することにより、木材を式（Ｉ）の安定剤で処理することを含む方法を提供する。本
発明の方法により、木材の望まない変色、例えば、黄変又は白色化の著しい減少を達成す
ることが可能である。式（Ｉ）の化合物の混合物は、好ましくは含浸剤、ステイン又は仕
上塗の一部として使用される。
【０１６８】
木材への適用の場合、Ｒ9が、Ｒ11で示された定義のうちの１種を有する式（Ｉ）の化合
物の使用も可能であり、例としては化合物１、（２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－
４－〔１－エチルオキシカルボニル－１－メチルエトキシ〕フェニル）－１，３，５－ト
リアジン）である。この組成物における好ましい化合物は、予め上記に提示されている。
【０１６９】
多くの場合、ヒンダードアミンが同時に使用され、その例は上記に予め記載されており、
バインダーと溶媒の全体量に基づき、特に０．１～１０％、例えば、０．２～５％、特別
に０．２～２％の量である。ヒドロキシルアミン型（例えば、EP-A-309401に記載）のヒ
ンダードアミン又は対応するＮ－オキシド、及びこれらの化合物の塩が、木材への適用に
特に好ましい。
【０１７０】
適用がステイン又は含浸剤の形態で実施される場合、例えば、脂肪族、脂環式、及び／又
は芳香族炭化水素、アルコール、エーテル，エステル、ケトン、グリコール、グリコール
エーテル、グリコールエステル、ポリグリコール又はその混合物から選択される溶媒を使
用することが好ましい。この場合、バインダーは、好ましくはアルキド樹脂、変性アルキ
ド樹脂、自己架橋性若しくは非自己架橋性アクリル樹脂、ポリエステル樹脂、酸化乾性油
、フェノール樹脂、ニトロセルロース又は対応する混合物である。
【０１７１】
殺カビ剤又は殺虫剤のような慣用の添加剤は、例えば、酸化トリブチルスズ、フェニル水
銀塩、銅ナフテン酸塩、１－クロロナフタレン、ペンタクロロフェノール、ジエルドリン
、リンダン、アザコナゾール、シペルメトリン、ベンザルコニウム塩酸塩、プロピコナゾ
ール又はパラチオンが可能である。
【０１７２】
木材の仕上塗は、通常、有機溶媒、水又は有機溶媒と水の混合物に溶解あるいは分散した
バインダーを含む。バインダーは、典型的には、自然乾燥又は室温（即ち、約１０～３０
℃の範囲）で硬化する樹脂である。そのようなバインダーの例は、ニトロセルロース、ポ
リ酢酸ビニル、ポリ塩化ビニル、不飽和ポリエステル樹脂、ポリアクリラート、ポリウレ
タン、エポキシ樹脂、フェノール樹脂であり、特にアルキド樹脂である。対応する混合物
、並びに放射線硬化性及び／又は無溶媒系もまた可能であり、例としては、アクリラート
若しくはメタクリラートの混合物、不飽和ポリエステル／スチレン混合物又は他のエチレ
ン性不飽和モノマー若しくはオリゴマーの混合物が示される。
【０１７３】
本発明により処理された木材の表面の例は、家具、木レンガ床張り、パネル及び木製単板
のものであり、加えて、柵、建設要素、木材表面仕上、窓枠又は戸枠等の外装への適用で
ある。
【０１７４】
本発明の被覆組成物は、慣用の方法、例えば、ブラッシング、噴霧、流し塗、浸漬又は電
気泳動により基質に適用される（Ullmann's Encyclopedia of Industrial Chemistry, 5t
h Ed., Vol. A18, pp. 491-500も参照すること）。
【０１７５】
バインダー系に応じて、被覆を、室温又は加熱により硬化する。好ましくは、被覆を５０
～１５０℃で硬化し、粉末被覆又はコイル被覆も高温で硬化する。
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【０１７６】
本発明により得られた被覆は、光、酸素及び熱の有害な影響に対して著しい耐性を有し、
特にそのようにして得られた被覆、例えば表面被覆の良好な光安定性及び耐候安定性が参
照されるべきである。
【０１７７】
したがって本発明は、また、式（Ｉ）の化合物を加えた結果、光、酸素及び熱の有害な影
響に対して安定化された被覆、特に表面被覆を提供する。表面被覆は、好ましくは自動車
用下塗、又は木材被覆である。本発明は、更に、有機ポリマーに基づく被覆を光、酸素及
び／又は熱による損傷に対して安定化させる方法であり、式（Ｉ）の化合物を被覆組成物
と混合することを含む方法を包含し、また、被覆組成物における光、酸素及び／又は熱に
よる損傷に対する安定剤としての、式（Ｉ）の化合物の使用を提供する。
【０１７８】
被覆組成物は、バインダーが可溶である有機溶媒又は溶媒混合物を含んでよい。一方、被
覆組成物は、水溶液又は分散体であってもよい。ビヒクルは、有機溶媒と水の混合物であ
ってもよい。被覆組成物は、また、ハイソリッド被覆材料か、又は無溶媒（例えば、粉末
被覆）であってよい。粉末被覆は、例えば、Ullmann’s Encyclopedia of Industrial Ch
emistry, 5th Ed., A18, pages 438-444に記載のものである。粉末被覆はまた、粉末スラ
リー、即ち好ましくは水中の、粉末分散体の形態で存在してもよい。
【０１７９】
顔料は、有機、無機又は金属顔料である。好ましくは、本発明の被覆組成物は、顔料を含
有せず、クリアコートとして使用される。
【０１８０】
被覆組成物は、同様に、自動車産業における適用では、下塗として、特に被覆の着色仕上
塗としての使用が好ましい。しかし、この上に存在する被覆としての使用もまた可能であ
る。
【０１８１】
下記の実施例は、いかなる制限も表さずに本発明の更なる説明を提供する。記載の部及び
％は重量部及び重量％であり、実施例が室温を記述する場合、２０～２５℃の温度を意味
する。例えばクロマトグラフィーのための溶媒混合物の場合、容量部が記載される。これ
らの条件が、異なる詳細が示されない限り適用される。
【０１８２】
省略形：
ＴＨＦ　　テトラヒドロフラン
abs.　　　無水
m.p.　　　融点又は融解範囲
NMR　　　 核磁気共鳴
torr　　　＝mmHg（１torrは約１３３Paに相当する）
Tg　　　　ガラス転移温度
ｈ　　　　時間
【０１８３】
実施例１：２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２－ヒドロキシ－４
－（１－メトキシカルボニルペントキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４
，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－メトキシカルボニルペントキシ）フェニル）
－１，３，５－トリアジン及び２－（２，４－ジ（メトキシカルボニルペントキシ）フェ
ニル）－４，６－ビス（２－ヒドロキシ－４－（１－メトキシカルボニルペントキシ）フ
ェニル）－１，３，５－トリアジンを含むＵＶ吸収剤混合物
トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン１２．１５ｇ、炭酸
ナトリウム１０．５ｇ、ジメチルホルムアミド２０ml及びブロモカプロン酸メチル２０．
１５ｇ（９６．４mmol）を、９０℃で５時間撹拌しながら加熱した。その後、反応混合物
を水と混合し、ヘプタンを用いて抽出に付し、抽出物を濃縮して、下記式：
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【０１８４】
【化１６】

【０１８５】
の成分を含む明橙色の樹脂２３．７８ｇを得た。
【０１８６】
ヘプタンの代わりに、ベンゼン、トルエン、キシレン、酢酸ブチル、酢酸エチル、エチル
メチルケトン、メチルイソブチルケトン若しくはその混合物又はヘプタンとの混合物のう
ちの１種を使用して抽出を実施した場合、同様の結果が得られた。
【０１８７】
実施例２：トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン及びブロ
モ酢酸エチルから出発すること以外は、実施例１と同様に反応させて、下記式：
【０１８８】
【化１７】

【０１８９】
を含む混合物を得た。
【０１９０】
実施例３：トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン及び２－
ブロモオクタン酸エチルから出発すること以外は、実施例１と同様に反応させて、下記式
：
【０１９１】
【化１８】
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【０１９２】
を含む混合物を得た。
【０１９３】
実施例４：トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン及び２－
ブロモプロピン酸メチルから出発すること以外は、実施例１と同様に反応させて、下記式
：
【０１９４】
【化１９】

【０１９５】
を含む混合物を得た。
【０１９６】
実施例４ａ：トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、並び
に直鎖状及び分岐鎖状Ｃ7、Ｃ8及びＣ9アルコールのオクタノール異性体混合物とブロモ
プロピオン酸エステルの当量から出発すること以外は、実施例１と同様にして反応させて
、下記式：
【０１９７】
【化２０】

【０１９８】
（式中、ｉＣ8Ｈ17はＣ7－Ｃ9アルキル異性体混合物である）の成分を含む混合物を得た
（収率９５％）。
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【０１９９】
実施例４ｂ：トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン１０ｇ
、炭酸ナトリウム８．８９ｇ、ジメチルホルムアミド２０ml及びα－クロロプロピオン酸
エステル（実施例４ａと同様のＣ7－Ｃ9アルコールの異性体混合物）１７．９７ｇ並びに
トルエン４０mlを、９０℃で１８時間撹拌しながら加熱した。冷却した後、水を加え、混
合物を酢酸エチルを用いて抽出に付した。有機層を水で数回洗浄し、乾燥させた。溶媒を
除去して、ビスアルキル化（Ａ）３１％、トリスアルキル化（Ｂ）１６％及びテトラアル
キル化生成物（Ｃ）２％（ＨＰＬＣ、1Ｈ－ＮＭＲ）、並びにモノアルキル化生成物及び
出発原料を含有する、実施例４ａ記載の主成分を有する生成物混合物を、収率７７％で得
た。
【０２００】
実施例４ｃ：実施例４ｂと同様に、トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，
５－トリアジン１０ｇ、炭酸ナトリウム８．８９ｇ、ジメチルホルムアミド２０ml及びα
－クロロプロピオン酸エステル１７．９７ｇを、１００℃で２０時間加熱した。冷却した
後、水を加え、混合物を酢酸エチルを用いて抽出に付した。有機層を水で数回洗浄し、乾
燥させた。溶媒を除去して、（Ａ）１０％、（Ｂ）３６％及び（Ｃ）４２％（ＨＰＬＣ、
1Ｈ－ＮＭＲ）、並びにモノアルキル化生成物及び出発原料を含有する、実施例４ａと同
様の生成物混合物を、橙色の樹脂として収率９６％で得た。
【０２０１】
実施例４ｄ：３当量のジメチルアセトアミドを含有するトリス（２，４－ジヒドロキシフ
ェニル）－１，３，５－トリアジン１０ｇ、炭酸ナトリウム５．４０ｇ、ジメチルホルム
アミド１３ml及びα－ブロモプロピオン酸エステル（実施例４ａと同様のＣ7－Ｃ9アルコ
ールの異性体混合物）１３．２６ｇ並びにヘプタン１３mlを９０℃で７時間撹拌しながら
加熱した。冷却した後、水を加え、混合物をヘプタン及び酢酸エチルを用いて抽出に付し
た。有機層を塩水及び水で数回洗浄し、次に乾燥させた。溶媒を除去して、（Ａ）３０％
、（Ｂ）４１％及び（Ｃ）１５％（ＨＰＬＣ、1Ｈ－ＮＭＲ）、並びにモノアルキル化生
成物及び出発原料を含有する、実施例４ａと同様の生成物混合物を、橙色の樹脂として定
量的に得た。
【０２０２】
実施例４ｅ：３当量のジメチルアセトアミドを含有するトリス（２，４－ジヒドロキシフ
ェニル）－１，３，５－トリアジン１０ｇ、炭酸ナトリウム５．４０ｇ、ジメチルホルム
アミド１３ml及びα－ブロモプロピオン酸エステル（実施例４ａと同様のＣ7－Ｃ9アルコ
ールの異性体混合物）１３．２６ｇ並びにトルエン１３mlを９０℃で７時間撹拌しながら
加熱した。冷却した後、水を加え、混合物をトルエンを用いて抽出に付した。有機層を水
で数回洗浄し、次に乾燥させた。溶媒を除去して、（Ａ）１２％、（Ｂ）５８％及び（Ｃ
）２８％（ＨＰＬＣ、1Ｈ－ＮＭＲ）、並びにモノアルキル化生成物及び出発原料を含有
する実施例４ａと同様の生成物混合物を、橙色の樹脂として収率９８％で得た。
【０２０３】
実施例４ｆ：トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン３００
ｇ及び炭酸ナトリウム２５８．８５ｇを、ジメチルホルムアミド７７６mlと一緒に混合し
、次に１３０℃で２．５時間撹拌、加熱した。次に反応混合物を８０℃に冷却し、エチル
メチルケトン７７６ml中のα－クロロプロピオン酸オクチルエステル異性体混合物（２－
クロロプロピオン酸と、分岐鎖状及び直鎖状Ｃ7、Ｃ8及びＣ9アルコールの混合物から調
製した）５３９．１ｇの混合物を２０分かけて滴下した。
反応混合物を８０℃で一晩撹拌した。次に室温に冷却し、濾過した。濾液に、トルエン２
００ml及び水２０００mlを加えた。層を分離し、有機層を水１０００mlで２回洗浄した。
次に、有機層をＭｇＳＯ4で乾燥させ、濾過し、溶媒を蒸発させて、ビスアルキル化生成
物Ａ：２２．１％、トリスアルキル化生成物Ｂ：３４．１％及びテトラアルキル化生成物
Ｃ：１１．９％（ＨＰＬＣ及び1Ｈ－ＮＭＲで測定）、ほかにモノアルキル化生成物及び
出発原料を含有する橙色の樹脂を収率８０％で得た。
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【０２０４】
【化２１】

【０２０５】
（式中、ｉＣ8Ｈ17は、分岐鎖状及び直鎖状ヘプチル、オクチル及びノニルアルキル異性
体混合物である）。
【０２０６】
実施例５：２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２－ヒドロキシ－４
－（１－ヒドロキシカルボニルペントキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン、２，
４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－ヒドロキシカルボニルペントキシ）フェニ
ル）－１，３，５－トリアジン及び２－（２，４－ジ（ヒドロキシカルボニルペントキシ
）フェニル）－４，６－ビス（２－ヒドロキシ－４－（１－ヒドロキシカルボニルペント
キシ）フェニル）－１，３，５－トリアジンを含むＵＶ吸収剤混合物
実施例１の化合物の混合物１１．５ｇを、ＤＭＦ１０mlに１００℃で溶解した。次に水３
０ml中のＮａＯＨ４．０８ｇの溶液を加え、反応混合物を１００℃で一晩撹拌した。反応
混合物を中和し、濾過した。残渣を水で洗浄し、乾燥させた。下記式：
【０２０７】
【化２２】

【０２０８】
の成分を含む黄色の粉末混合物１２．３２ｇを得た。
【０２０９】
実施例６：実施例２の生成物から出発すること以外は、実施例５と同様に反応させて、下
記式：
【０２１０】
【化２３】
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【０２１１】
を含む混合物を得た。
【０２１２】
実施例７：実施例３の生成物から出発すること以外は、実施例５と同様に反応させて、下
記式：
【０２１３】
【化２４】

【０２１４】
を含む混合物を得た。
【０２１５】
実施例８：実施例４の生成物から出発すること以外は、実施例５と同様に反応させて、下
記式：
【０２１６】
【化２５】

【０２１７】
を含む混合物を得た。
【０２１８】
実施例９：２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２－ヒドロキシ－４
－（１－カリウム－オキシカルボニルエトキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン、
２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－カリウム－オキシカルボニルエトキシ
）フェニル）－１，３，５－トリアジン及び２－（２，４－ジ（カリウム－オキシカルボ
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ニルエトキシ）フェニル）－４，６－ビス（２－ヒドロキシ－４－（１－カリウム－オキ
シカルボニルエトキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジンを含むＵＶ吸収剤混合物
実施例８の化合物の混合物５ｇを、水３０ml中のＫＯＨ　１．４５ｇの溶液に加え、混合
物を室温で１時間撹拌した。濾過して、下記式：
【０２１９】
【化２６】

【０２２０】
の成分を含む、明澄な橙色の水溶液を得た。
【０２２１】
実施例１０：実施例６の生成物及び塩基としてＮａＯＨを用いて出発すること以外は、実
施例９と同様に反応させて、下記式：
【０２２２】
【化２７】

【０２２３】
を含む混合物を得た。
【０２２４】
実施例１１：木材の表面処理
ａ）含浸：配合物全体の重量に対して０．５％の実施例４ｆの安定剤を市販の含浸剤（Xy
lamon Incolore（登録商標）；製造会社：Sepam）に加えた。
【０２２５】
含浸剤をスプルースボードにブラシにより塗工し（塗工１回）、室温で２４時間乾燥させ
た。
【０２２６】
ｂ）仕上塗：仕上塗は下記のように調製した。
アルキド樹脂５３．４８重量部（Jaegalyd Antihydro（登録商標）、E. Jaeger社製、ホ
ワイトスピリット中６０％溶液）；
チオキソトロピー助剤１０．６９重量部（Jaegalyd Antihydro-Thix（登録商標）、E. Ja
eger社製、５０％溶液）；
促進剤１．９２重量部（Jaeger Antihydro-Trockner（登録商標））；
溶媒３３．４４重量部（Terlitol（登録商標）30)；
皮張り防止剤０．３２重量％（Ascinin（登録商標）Ｐ、BAYER社製）
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皮張り防止剤０．１５重量％（Luactin（登録商標）Ｍ、BASF社製）
【０２２７】
仕上塗を、実施例４ｆの安定剤１．０％及び式（T1）：
【０２２８】
【化２８】

【０２２９】
の化合物（ヒンダードアミン型光安定剤、Ciba Specialty Chemicals社製）１．０％（そ
れぞれの量はバインダーの固形分に基づく）の添加により安定化した。比較サンプルを上
記安定剤の添加をせずに調製した。
【０２３０】
それぞれの塗工の後、室温で２４時間乾燥させた含浸スプルースボードに、ブラシにより
仕上塗を適用した（塗工３回）。
【０２３１】
その後、サンプルを加速耐候性試験に付した。最大光度３４０nmのＵＶ－Ａランプ；耐候
性試験サイクル：５８℃で５時間照射、２２℃で１時間噴霧（spraying）。
【０２３２】
上記耐候性試験期間の後、変色ΔＥをＤＩＮ６１７４に従って測定した：使用した対照は
、安定剤を含まない含浸剤及び安定剤を含まない仕上塗を用いた非耐候性サンプルである
。結果は、実施例４ｆの化合物の混合物で安定化したサンプルが、優れた安定性を示した
。
【０２３３】
実施例１１ａ：仕上塗を実施例１１の記載と同様に調製し、ヒンダードアミン型光安定剤
を使用しないか、又は式（T1)の化合物を使用するかのいずれかで予め処理したスプルー
スボードに適用した。使用した対照は、安定剤を含まない仕上塗である。下記の表は、上
記耐候性試験期間後の結果（ＤＩＮ６１７４によるΔＥ）を示す。記載された安定剤の量
は、それぞれの場合、被覆固形分の重量に対する。
【０２３４】
サンプルａ：実施例１１と同様の加速耐候性試験であるが、噴霧をしないで恒常的光暴露
に付した。
表Ａ：１０００時間の暴露後の変色ΔＥ
添加剤　　　　　　　　　　　　ΔＥ
なし　　　　　　　　　　　　　２９
実施例４ｆの化合物２％　　　　１１
【０２３５】
サンプルｂ：実施例１１と同様の加速耐候性試験
表Ｂ：１２００時間の加速耐候性後の変色ΔＥ
添加剤　　　　　　　　　　　　ΔＥ
なし　　　　　　　　　　　　　３１
実施例４ｆの化合物１％
＋T1の化合物１％　　　　　　　２３
【０２３６】
結果は、本発明の混合物により安定化されたサンプルが、優れた安定性を示した。
【０２３７】
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実施例１２：２層金属仕上の安定化
試験される本発明の安定剤をSolvesso（登録商標）1004) ３０ｇに組み込み、下記成分（
重量部）のクリアコートで試験した。
Synthacryl（登録商標）SC 3031)　　　　　 ２７．５１
Synthacryl（登録商標）SC 3702)　　　　　 ２３．３４
Maprenal（登録商標）6503)　　　　　　　　２７．２９
酢酸ブチル／ブタノール（３７／８）　　　　４．３３
イソブタノール　　　　　　　　　　　　　　４．８７
Solvesso（登録商標）1504)　　　　　　　　　２．７２
Kristalloel K-305)　　　　　　　　　　　　 ８．７４
均展助剤Baysilon（登録商標）MA6)　　　　　 １．２
１００．００
１）アクリル樹脂、Hoechst社製、キシレン／ブタノール（２６／９）中６５％溶液
２）アクリル樹脂、Hoechst社製、Solvesso（登録商標）1004)中７５％溶液
３）メラミン樹脂、Hoechst社製、イソブタノール中５５％溶液
４）芳香族炭化水素の混合物（製造会社：Esso）、沸点範囲１８２～２０３℃（Solvesso
（登録商標）150）又は１６１～１７８℃（Solvesso（登録商標）100）
５）脂肪族炭化水素の混合物（製造会社：Shell）、沸点範囲１４５～２００℃６）Solve
sso（登録商標）1504)中１％（製造会社：Bayer社)
実施例１、実施例３又は実施例４ａの化合物の混合物１．５重量％をそれぞれクリアコー
トに加え、幾つかのサンプルには、更に下記式：
【０２３８】
【化２９】

【０２３９】
の化合物（化合物Ａ）０．７％を組み込んだ（それぞれ量は被覆の固形分に基づく）。使
用した対照は、光安定剤を含有しないクリアコートであった。
【０２４０】
クリアコートをSolvesso（登録商標）100で噴霧粘度に希釈し、調製したアルミニウムパ
ネル（Uniprime（登録商標）エポキシ、シルバーメタリック下塗）に噴霧し、それを１３
０℃で３０分間焼付けた。結果は、乾燥膜厚４０～５０μmのクリアコートであった。
【０２４１】
次にサンプルを、Atlas社製UVCON（登録商標）耐候性試験装置（UVB-313ランプ）内で、
７０℃で４時間ＵＶ暴露、及び５０℃で４時間凝縮のサイクルにさらした。
【０２４２】
サンプルを一定間隔で光沢（ＤＩＮ６７５３０による２０°光沢）及び亀裂の有無を試験
した。本発明により安定化されたサンプルは、安定化されない対照サンプルに比べて著し
く向上した耐候安定性（光沢保留、亀裂抵抗）を示した。
【０２４３】
実施例１３：接着剤における溶解度
溶解度を測定するため、試験化合物を典型的な接着剤GELVA（登録商標）263 （Solutia；
酢酸エチルとヘキサンの混合物中のポリアクリラートの４４．５％濃度の溶液、ポリアク
リラートは、メタクリル酸メチル、メタクリル酸２－エチルヘキシル及びメタクリル酸グ
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リシジルのコポリマー）に加えた。
【０２４４】
試験化合物を酢酸エチル、トルエン又は酢酸エチルとトルエンの混合物５mlに溶解した。
GELVA（登録商標）263 ５ｇを溶液と混合し、得られた溶液２～３mlを個別のガラス皿に
導入した。続いて、数時間～数週間の期間内での溶媒の蒸発後の結晶化を観察して、溶解
度を測定した。
【０２４５】
下記の表に報告されている溶解度のデータは、結晶化が開始する兆候が依然として見られ
ない観察された最高濃度であり、GELVA（登録商標）263に混合されたトリアジン化合物の
全体量として報告されている。
化合物　　　　　　　　　　　　　　溶解度（％）
実施例４ａ：　　　　　　　　　　　２２．６
対照*　　　　　　　　　　　　　　　　８．０
*：使用された対照は、単一の化合物、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イソ
オクチルオキシカルボニルイソプロピリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン（GB-A-2
337049の化合物番号４）であった。
【０２４６】
データは、本発明の化合物の混合物が、同様の構造の個別の化合物に比べて接着剤に対す
る溶解度が著しく向上したことを示した。
【０２４７】
実施例１４：太陽フィルム
ポリウレタンフィルムを次のように調製した。酢酸ブチル２６．２ｇ、酢酸エチル５．８
ｇ及び５０％　FC 430　０．４ｇを、メチルアミルケトン中の固形含量７５％のアクリル
ポリオールRK 4037（DuPont社製；分子量７０００～９０００；ＯＨ価１４５）５９５ｇ
と混合した。実施例１１の化合物T1　０．７５ｇ（固形含量に基づき１％）を加えた。De
smodur（登録商標）N-3390（脂肪族ポリイソシアナート、固形分９０％、Bayer社製）０
．９ｇを、この混合物２．４３ｇに加えた。試験するＵＶ吸収剤を、アクリルポリオール
成分に組み込んだ。配合物を石英ディスクにスピンコーティング（１０００rpm、２秒）
により塗工した。被覆（１．４mil）を２６０Ｆ°（約１２６℃）で３０分間硬化した。
【０２４８】
ＵＶスペクトルは、Perkin Elmer社製のλ-9 ＵＶ分光光度計を使用して、ギャップ幅２n
m、１２０nm/minで、０．５nm毎で記録した。
【０２４９】
耐候性試験によるＵＶ吸収剤の損失は、２００時間毎に長波最大吸収を測定することによ
り側定した。耐候性試験開始前の長波最大吸収の吸収度は２．３であった。耐候性試験は
、SAEJ 1960（屋外自動車耐候性条件）に従って実施した。すなわち、ホウケイ酸ガラス
フィルターの内側及び外側を使用し、３４０nmで０．５５W/m2；乾燥暴露４０分間、湿潤
暴露（前面）２０分間、次に６０分間の暴露、続いて暴露なしで６０分間（それぞれ凝縮
を伴う）（後部）；ブラックパネル温度７０℃；暴露の間の相対大気湿度５０～５５％、
非暴露の間の相対大気湿度１００％。結果を下記の表にまとめた。量は配合物全体の重量
に基づく。
表：２０１２時間耐候性試験前及び後のポリウレタンフィルムの吸収度
ＵＶ吸収剤　　　　　　　　　　耐候性試験前吸収度　　耐候性試験後吸収度
実施例４ａの化合物１．６％　　　　 ２．３３　　　　　　　１．８３
【０２５０】
本発明の安定剤は、ポリウレタンフィルムにおいて良好な抵抗性を示した。
【０２５１】
実施例１５：写真層における適用
ポリエステル支持体の上に、下記成分のゼラチン層（m2）を慣用の方法で適用した。
成分　　　　　　　　　　　　量
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ゼラチン　　　　　　　１２００mg
リン酸トリクレシル　　　１５０mg
硬化剤　　　　　　　　　　４０mg
湿潤剤　　　　　　　　　１００mg
実施例４ａの化合物　　　３００mg

【０２５２】
使用した硬化剤は、２－ヒドロキシ－４，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンのカリ
ウム塩であり、湿潤剤は、４，８－ジイソブチルナフタレン－２－スルホン酸ナトリウム
である。
【０２５３】
ゼラチン層を２０℃で７日間乾燥させた。
【０２５４】
これは最大光学濃度１．１０を有する明澄透明層を与えるが、それは例えば、ＵＶフィル
ター層として写真記録材料に適している。
明澄層は、リン酸トリクレシルの量を半減させるか、又はリン酸トリクレシルの代わりに
フタル酸ジブチルを使用することにより、均一的に得られる。
【０２５５】
実施例１６：実施例４ａの化合物１重量部及び化合物Ｂ １重量部の混合物を使用するこ
と以外は、実施例１５記載の方法を繰り返した。化合物Ｂは、下記式：
【０２５６】
【化３０】

【０２５７】
（GB-A-2319523の化合物番号２１）に対応する。
明澄透明層を得て、それは例えば、ＵＶフィルター層として写真記録材料に適している。
【０２５８】
実施例１７：層を実施例１５の記載と同様にして調製した。サンプルを、１２０kJ/cm2で
Atlas暴露装置内で暴露し、長波最大吸収（λmax）における濃度減少を測定した。結果を
下記の表にまとめた。
【０２５９】
【表１】
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【０２６０】
本発明の化合物を含むＵＶフィルター層は、顕著な光安定性を示し、したがって、写真層
の長期光保護に適している。
【０２６１】
実施例１８：写真材料を下記の層構造に従って調製した。
【０２６２】
【表２】

【０２６３】
ゼラチン層は下記の成分（支持体材料１m2当たり）を含む。
青感性層
α－（３－ベンジル－４－エトキシヒダントイン－１－イル）－α－ピバロイル－２－ク
ロロ－５－〔α－（２，４－ジ－ｔ－アミルフェノキシ）ブタンアミド〕アセトアニリド
（４００mg）
α－（１－ブチルフェニルウラゾール－４－イル）－α－ピバロイル－５－（３－ドデカ
ンスルホニル－２－メチルプロパンアミド）－２－メトキシアセトアミド（４００mg）
フタル酸ジブチル（１３０mg）
フタル酸ジノニル（１３０mg）
ゼラチン（１２００mg）
１，５－ジオキサ－３－エチル－３－〔β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）プロピオニルオキシメチル〕－８，１０－ジフェニル－９－チア〔５，５〕ス
ピロウンデカン（１５０mg）
ビス（１－アクリロイル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）＝２，２－
ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロナート（１５０mg）
３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ＝（２，４－ジ－ｔ－アミルフェニル）ベンゾ
アート（１５０mg）
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ポリ（Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド）（５０mg）
青感性塩化臭化銀乳剤（２４０mg）
【０２６４】
第１ゼラチン中間層
ゼラチン（１０００mg）
２，５－ジ－ｔ－オクチルヒドロキノン（１００mg）
ヘキシル５－〔２，５－ジヒドロキシ－４－（４－ヘキシルオキシカルボニル－１，１－
ジメチルブチル）フェニル〕－５－メチルヘキサノアート（１００mg）
フタル酸ジブチル（２００mg）
フタル酸ジイソデシル（２００mg）
【０２６５】
緑感性層
７－クロロ－２－｛２－〔２－（２，４－ジ－ｔ－アミルフェノキシ）オクタンアミド〕
－１－メチルエチル｝－６－メチル－１Ｈ－ピラゾロ〔１，５－ｂ〕〔１，２，４〕トリ
アゾール（１００mg）
６－ｔ－ブチル－７－クロロ－３－（３－ドデカンスルホニルプロピル）－１Ｈ－ピラゾ
ロ〔５，１－ｏ〕〔１，２，４〕トリアゾール（１００mg）
フタル酸ジブチル（１００mg）
リン酸ジクレシル（１００mg）
リン酸トリオクチル（１００mg）
ゼラチン（１４００mg）
３，３，３’，３’－テトラメチル－５，５’，６，６’－テトラプロポキシ－１，１’
－スピロビインダン（１００mg）
４－（イソトリデシルオキシフェニル）チオモルホリン－１，１－ジオキシド（１００mg
）
４，４’－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）（５０mg）
２，２’－イソブチリデンビス（４，６－ジメチルフェノール）（１０mg）
３，５－ジクロロ－４－（ヘキサデシルオキシカルボニルオキシ）エチルベンゾアート（
２０mg）
３，５－ビス〔３－（２，４－ジ－ｔ－アミルフェノキシ）プロピルカルバモイル〕ベン
ゼンスルホン酸ナトリウム（２０mg）
緑感性塩化臭化銀乳剤（１５０mg）
【０２６６】
第２ゼラチン中間層
ゼラチン（１０００mg）
５－クロロ－２－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）ベンゾ－１，２
，３－トリアゾール（２００mg）
２－（３－ドデシル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾ－１，２，３－トリ
アゾール（２００mg）
リン酸トリノニル（３００mg）
２，５－ジ－ｔ－オクチルヒドロキノン（５０mg）
ヘキシル５－〔２，５－ジヒドロキシ－４－（４－ヘキシルオキシカルボニル－１，１－
ジメチルブチル）フェニル〕－５－メチルヘキサノアート（５０mg）
【０２６７】
赤感性層
２－〔α－（２，４－ジ－ｔ－アミルフェノキシ）ブタンアミド〕－４，６－ジクロロ－
５－エチルフェノール（１５０mg）
２，４－ジクロロ－３－エチル－６－ヘキサデカンアミドフェノール（１５０mg）
４－クロロ－２－（１，２，３，４，５－ペンタフルオロベンズアミド）－５－〔２－（
２，４－ジ－ｔ－アミルフェノキシ）－３－メチルブタンアミド〕フェノール（１００mg
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）
フタル酸ジオクチル（１００mg）
フタル酸ジシクロヘキシル（１００mg）
ゼラチン（１２００mg）
５－クロロ－２－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）ベンゾ－１，２
，３－トリアゾール（１００mg）
２－（３－ドデシル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾ－１，２，３－トリ
アゾール（１００mg）
３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ（２，４－ジ－ｔ－アミルフェニル）ベンゾア
ート（５０mg）
ポリ（Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド）（３００mg）
Ｎ，Ｎ－ジエチル－２，４－ジ－ｔ－アミルフェノキシアセトアミド（１００mg）
２，５－ジ－ｔ－オクチルヒドロキノン（５０mg）
赤感性塩化臭化銀乳剤（２００mg）
【０２６８】
最上層を、ＵＶ吸収剤を用い、又は用いずに調製した。
ＵＶ吸収剤を使用
２，５－ジ－ｔ－オクチルヒドロキノン（２０mg）
ヘキシル５－〔２，５－ジヒドロキシ－４－（４－ヘキシルオキシカルボニル－１，１－
ジメチルブチル）フェニル〕－５－メチルヘキサノアート（２０mg）
ゼラチン（４００mg）
リン酸トリノニル（１２０mg）
実施例４ａのＵＶ吸収剤化合物（２００mg）
ＵＶ吸収剤の使用なし
ゼラチン（８００mg）
【０２６９】
使用した硬化剤は、２，４－ジクロロ－６－ヒドロキシトリアジンカリウム塩溶液であり
、湿潤剤は、ジイソブチルナフタレンスルホン酸のナトリウム塩であった。
サンプルの暴露（それぞれ青色、緑色又は赤色光）は、それぞれ１段階当たり０．３log 
E の濃度差の３段階ウェッジで行った。その後、サンプルをカラーペーパーのＲＡ－４プ
ロセス（Kodak）に従って処理した。
暴露及び処理に続いて、緩解濃度（remission densities）を、シアン段階で赤色、マゼ
ンタ段階で緑色及びイエロー段階で青色を、濃度０．９～１．１のウェッジで測定した。
次にウェッジをAtlas暴露装置内で、合計１５kJ/cm2で暴露し、緩解濃度を再び測定した
。
それに加えて、マゼンタウェッジを用いて、暴露の前後の青色の黄変の緩解濃度を測定し
た。
【０２７０】
最上層における本発明の化合物の存在が、シアン、マゼンタ及びイエロー画像染料の染料
濃度の損失を減少させ、マゼンタ層の黄変も減少させた。
【０２７１】
実施例１９：プリントインクの光安定化
インクジェットプリントインクを、下記の成分を一緒に混合することにより調製した。
－アシッドレッド５２　　　２ｇ
－ジエチレングリコール　２０ｇ
－水　　　　　　　　　　７８ｇ
【０２７２】
インクを全ての成分が溶解するまで撹拌し、次に溶液を、孔径０．４５mmのMilliporeフ
ィルターを通して濾過した。
【０２７３】
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インクの１部分を、HP DeskJet 510 プリンターの、空で洗浄したカートリッジに挿入し
た。プリントサンプルを、sihl+eika社製紙（ref. 193.178)により作成した（サンプル１
、対照）。
【０２７４】
実施例９の本発明の化合物（混合物）を、この化合物０．３０ｇと上記記載のインク２．
７０ｇを混合し、この混合物を使用して前記のプリントサンプルを作成（サンプル２）す
ることにより試験した。
【０２７５】
乾燥させた後、２個のサンプルプリントの色濃度を、状態Ａフィルターを使用して濃度計
（Macbeth TR 924）により測定した。その後、サンプルプリントを、８１kluxキセノンラ
ンプを用い、６mm厚の窓ガラスフィルターを通して、Atlas Ci 35ウェザオメータで暴露
（照射線量３６６０klux・h）した。色濃度の損失率を測定するために、暴露に続いて色
濃度を再び測定した。結果を下記の表に示す。
【０２７６】
【表３】

【０２７７】
表に示されるように本発明の化合物の混合物は、染料の光安定性を著しく向上させた。
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